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注）対どなたでも、定特になし、¥無料、申不要（直接会場へ）の場合は記載なし
市ホームページ：http://www.city.kizugawa.lg.jp
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第
24
回

　
　

参
議
院
議
員
通
常
選
挙

　

今
夏
に
、参
議
院
議
員
通
常
選
挙
が
お
こ

な
わ
れ
ま
す
。選
挙
は
、国
民
が
政
治
に
参
加

す
る
大
切
な
機
会
で
す
。有
権
者
の
皆
さ
ん

は
、貴
重
な
一
票
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
、

必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

投
票
所
入
場
券

　

入
場
券（
は
が
き
）は
、郵
便
で
お
届
け
し

ま
す
。忘
れ
ず
に
ご
自
身
の
入
場
券
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。投
票
日
当
日
は
、入
場
券
の
表

面
に
記
載
さ
れ
て
い
る
投
票
所
以
外
で
は
投

票
で
き
ま
せ
ん
。

　

な
お
、入
場
券
が
届
い
て
い
な
い
場
合
や
、

紛
失
さ
れ
た
場
合
で
も
、選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
本
人
で
あ
る
と
確
認
で
き
れ
ば
、投

票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

選
挙
公
報

　

候
補
者
の
氏
名
や
政
見
な
ど
を
掲
載
し
た
選

挙
公
報
は
、新
聞
折
込
で
各
世
帯
に
配
布
し
ま

す
。折
込
日
は
、公
示
日
以
降
の
可
能
な
限
り
早

い
日
と
な
り
ま
す
。新
聞
の
購
読
を
さ
れ
て
い
な

い
世
帯
で
選
挙
公
報
の
配
布
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、郵
送
し
ま
す
の
で
、フ
ァ
ッ
ク
ス
・
メ
ー
ル
、

電
話
で
、世
帯
主
の
氏
名
、郵
便
番
号
・
住
所
、電

話
番
号
を
木
津
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
へ
。

山
城
支
所
別
館
の
期
日
前
投
票
期
間

が
変
わ
り
ま
す

　

投
票
日
当
日
に
投
票
に
行
く
こ
と
が
で
き

な
い
方
は
、期
日
前
投
票
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

期
日
前
投
票
所　

　

市
内
３
か
所
の
い
ず
れ
の
期
日
前
投
票
所

で
も
投
票
で
き
ま
す
。

　

市
役
所
１
階「
住
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
」

　

加
茂
支
所
２
階「
会
議
室
」　　

　

山
城
支
所
別
館「
ホ
ー
ル
」

期
日
前
投
票
の
で
き
る
期
間
と
時
間　

市
役
所
・
加
茂
支
所

■時�

公
示
日
の
翌
日
か
ら
投
票
日
の
前
日
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

山
城
支
所
別
館

■時�

投
票
日
の
８
日
前
の
土
曜
日
か
ら
投
票
日

の
前
日
ま
で

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
期
間
中
は
土
日
も
投
票
で
き
ま
す
。

不
在
者
投
票

指
定
病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
投
票
す
る

場
合

　

都
道
府
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指
定
す
る

病
院
・
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設
に
入
院
・
入
所

中
で
投
票
所
に
行
く
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、

そ
の
施
設
な
ど
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

仕
事
先
や
出
張
先
で
投
票
す
る
場
合

　

滞
在
地
の
市
区
町
村
選
挙
管
理
委
員
会
で

投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■対�

一
時
的
に
市
外
に
滞
在
し
、投
票
所
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
方

■他�

投
票
用
紙
の
郵
送
に
時
間
が
か
か
る
た

め
、早
め
に
ご
請
求
く
だ
さ
い
。

郵
便
等
で
投
票
す
る
場
合

■対�

身
体
障
害
者
手
帳
、戦
傷
病
者
手
帳
ま
た

は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
い
ず
れ
か
を

お
持
ち
で
、郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

■他
・�

投
票
用
紙
の
請
求
は
、郵
便
等
投
票
証
明

書
を
添
え
て
投
票
日
の
４
日
前
ま
で
に

木
津
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
ご
請
求

く
だ
さ
い
。

　
・�

郵
便
等
投
票
証
明
書
の
交
付
を
受
け
る

た
め
に
は
、事
前
に
手
続
が
必
要
で
す
。

次
の
資
格
要
件
に
該
当
す
る
方
は
身
体

障
害
者
手
帳
等
を
お
持
ち
の
う
え
、木
津

川
市
選
挙
管
理
委
員
会
に
交
付
申
請
を

し
て
く
だ
さ
い
。

選
挙
か
わ
ら
版
2016年
6月号

木
津
川
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎
75
‐
１
２
０
７　
Fax

72
‐
３
９
０
０

som
u@
city.kizugaw

a.lg.jp

【郵便等による不在者投票ができる選挙人の資格要件】
障害の区分 障害等の程度

身体障害者手帳を
お持ちの方

両下肢、体幹、移動機能の障
がい

1級若しくは
2級

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこ
う、直腸、小腸の障がい

1級若しくは
3級

免疫、肝臓の障がい 1級から3級

傷病者手帳をお持
ちの方

両下肢、体幹の障がい 特別項症から
第2項症

心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこ
う、直腸、小腸、肝臓の障がい

特別項症から
第3項症

介護保険の被保険
者証をお持ちの方 要介護状態区分 要介護5

加茂
浄化センター

加茂文化センター

加茂支所 木津川市役所

山城支所別館

市役所1階「住民活動スペース」加茂支所2階「会議室」山城支所別館「ホール」

山城支所



平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
ー　
　
　

活
動
調
査
の
調
査
票
へ
の
記
入
は　

お
済
み
で
す
か
？

　

６
月
1
日
を
基
準
日
と
し
て
、全
国
す
べ

て
の
事
業
所
お
よ
び
企
業
を
対
象
に
調
査
を

お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
調
査
員
証
」を
携
行
し
た
調
査
員
が
、調
査

票
を
受
け
取
り
に
お
伺
い
し
ま
す
の
で
、記
入

漏
れ
が
な
い
か
、再
度
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問�・�

平
成
28
年
経
済
セ
ン
サ
ス
ー
活
動
調
査

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

�

☎�

０
１
２
０
‐
１
４
３
‐
１
５
０

※��

９
月
30
日
ま
で

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

　

総
務
課　
☎
75
‐
１
２
０
０

個
人
番
号
カ
ー
ド
受
け
取
り 

休
日
窓
口
を
設
置
し
ま
す
！

　

カ
ー
ド
の
交
付
業
務
が
遅
れ
、ご
迷
惑
を

お
か
け
し
て
い
ま
す
。休
日
窓
口
を
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■時
午
前
９
時
～
午
後
１
時

　
・
６
月
26
日（
日
）・
７
月
31
日（
日
）

■所
市
民
課

　

�

※�

支
所
・
出
張
所
で
は
お
こ
な
い
ま
せ
ん
。

■

�

内�

交
付
案
内
通
知
は
が
き
を
お
持
ち
の
方
の

み
、個
人
番
号
カ
ー
ド
の
交
付
を
お
こ
な

い
ま
す
。

　

�

※�

そ
の
他
の
業
務
は
取
り
扱
え
ま
せ
ん
。

■問
市
民
課
☎
75
‐
１
２
１
０

熟睡プラ寝たリウム　
～アロマの香りに包まれて～　 要予約
■時6月19日（日）①午後2時～　②午後4時～
■内�満天の星の下、アロマの香りに包まれて、ぐっすり
と眠ってください。いびきもOK！（ネロリ、ラベン
ダー、オレンジスイートなどの香りです。）
■定各30人＋4人限定大の字スペース�先着�
■対中学生以上
■￥大人500円、中高校生300円
■講�NPO法人�日本予防医学代替医療学院　森井�典子　氏
■他香りに敏感な方、妊娠中の方はご遠慮ください。

七夕星まつり　 要予約
■時7月3日（日）
　①午前10時30分～　②午後2時～
■内�たなばたの物語や夏の星座を楽しく説明します。笹飾り
工作教室もあります。土星や宇宙ステーションなど、当
館ならではの笹飾りです♪（ミニ笹プレゼントつき！）
■定各50人
■￥大人500円、中高校生300円、3歳～小学生200円、
　3歳未満無料
■他小学生以下保護者同伴

■申・■問　�加茂プラネタリウム館　
　　　　☎76-7645（午前9時～午後5時）
休館日　月・木曜日（祝日の場合その翌日休館）
　　　　6月19日はイベントのため一般投影を中止します。

3　　　 アートな空間確認ツアーを実施！
　5月8日と14日に「アートな空間確認ツアー」をおこないました。木
津川アート2016の舞台である山城地域の古民家や神社、公民館など、
展示場所の候補地を参加作家やボランティアとともに見て回り、展示
のイメージを膨らませながら展示場所を確認しました。

　昼食会場では、木津川アートボラ
ンティアのぶたじる隊も出動し、木
津川アート名物ともいえる具だく
さんのぶたじるのほか、山城地域で
とれた野菜をふんだんに使った料理などが食卓に並び、木津川アート流の
おもてなしで参加作家を出迎えました。
　さて、山城地域は参加作家の目にどのように映ったのでしょうか。展示
場所の確認のあとは、いよいよ作品の展示に向けた制作が開始されます。
山城地域では、参加作家の制作風景に出会えるかもしれません。

6月1日（水）午前9時～
予約受付開始

市
内
の
事
業
所
お
よ
び

企
業
の
み
な
さ
ま
へ

 　　　ボランティア募集中！
　木津川アートは、ボランティアの力で成り立って
います。ボランティアは、ぶたじる隊やツアーの同
行のほかに、参加作家とともに展示会場の掃除をお
手伝いする「おそうじ隊」や、作品の見守りや観客を
誘導案内する「みまもり隊」、また、レジデンス（参加

作家の宿泊場所）の提供など、様々な形態がありま
す。参加作家との交流などを通じて木津川アートを
もっと楽しみたい方は、気軽にご連絡ください。
■問���木津川アートプロジェクト事務局（木津川市観光
協会内）　☎73-8191　 �info@0774.or.jp

6月7日まで
インターネット
での回答も
できます！

広報           2016.63
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湧
水
発
生
、斜
面
の
ふ
く
ら
み
な
ど
。

・�「
土
石
流
」は
、地
鳴
り
、渓
流
水
位
の
激

減
、渓
流
内
で
転
石
の
音
な
ど
。

・�「
地
す
べ
り
」は
、湧
水
量
の
増
加
、池
や
沼

の
水
位
の
急
変
、落
石
・
小
崩
落
な
ど
。

国
土
交
通
省
：http://w

w
w
.m
lit.go.jp/

第
５
回
木
津
川
市
消
防
団
操
法
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
す

　

操
法
大
会
は
地
域
の
安
心
・
安
全
の
た
め

に
活
動
し
て
い
る
消
防
団
員
が
、消
防
操
法

技
術
の
向
上
と
士
気
高
揚
を
目
的
と
し
て
開

催
し
ま
す
。ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■時
６
月
26
日（
日
）午
前
９
時
～

■所�

州
見
台
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■主
木
津
川
市
、木
津
川
市
消
防
団

　

雨
天
中
止
な
ど
に
よ
る
予
備
日
は
、７
月

３
日（
日
）に
な
り
ま
す
。

※�

操
法
大
会
に
向
け
、消
防
団
員
が
市
内
各

所
の
学
校
で
訓
練
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

い
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、kizugaw

a

‐

city@
raiden.ktaiw

ork.jp

か
ら
の
Ｐ

Ｃ
メ
ー
ル
を
受
信
で
き
る
よ
う
に
設
定
し

て
か
ら
、登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

土
砂
災
害
防
止
月
間
に
つ
い
て

　

６
月
は
土
砂
災
害
に
関
す
る
防
災
意
識
の

普
及
、警
戒
避
難
体
制
の
整
備
な
ど
を
促
進
し
、

土
砂
災
害
に
よ
る
生
命
、財
産
の
被
害
の
防
止

を
目
的
と
し
た「
土
砂
災
害
防
止
月
間
」で
す
。

　

土
砂
災
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
、日
頃
の
備

え
と
早
め
の
避
難
を
お
こ
な
う
な
ど
防
災
に

対
す
る
心
構
え
が
重
要
で
す
。

土
砂
災
害
警
戒
情
報
に
注
意

　

大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
発
生
の
危
険
性
が

高
ま
っ
た
と
き
に
は
、各
種
の
警
戒
情
報
や

避
難
に
関
す
る
情
報
が
、テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、

防
災
行
政
無
線
な
ど
に
流
さ
れ
ま
す
。

　

大
雨
な
ど
の
時
に
は
、テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
な

ど
の
警
戒
情
報
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

危
険
を
感
じ
た
ら
早
め
の
避
難

　

危
険
箇
所
、場
所
・
避
難
経
路
を
事
前
に
確

認
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
年
寄
り
や
体
の
不
自
由
な
方
は
、移
動

時
間
を
考
え
て
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
人
で
避
難
せ
ず
、隣
近
所
に
声
を
か
け
、

複
数
で
避
難
す
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

強
い
雨
や
長
雨
の
時
な
ど
は
テ
レ
ビ
・
ラ

ジ
オ
の
警
戒
情
報
等
、防
災
行
政
無
線
、広
報

車
等
の
呼
び
か
け
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

土
砂
災
害
の
前
兆
現
象

　

こ
ん
な
現
象
を
見
た
り
、聞
い
た
り
し
た

ら
早
め
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

・�「
が
け
崩
れ
」は
、小
石
が
ぱ
ら
ぱ
ら
落
下
、

危
機
管
理
課
か
ら
の
お
知
ら
せ　

☎
75
‐
１
２
０
６

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
通
じ
た　
　
　
　
　

緊
急
地
震
速
報
訓
練（
全
国
一
斉
）

　

６
月
23
日（
木
）午
前
10
時
15
分
頃
実
施
し
ま
す
。　

　

市
で
は
、地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
災
害

時
に
、全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
）か
ら
送
ら
れ
て
く
る
国
か
ら
の
緊
急
情

報
を
、さ
ま
ざ
ま
な
情
報
伝
達
手
段
を
用
い

て
皆
様
へ
お
伝
え
す
る
た
め
、情
報
伝
達
訓

練
を
お
こ
な
い
ま
す
。木
津
川
市
が
当
日
実

施
す
る
訓
練
は
次
の
と
お
り
で
す
。

注
）�木
津
川
市
以
外
の
地
域
で
も
、全
国
的
に
様
々

な
情
報
伝
達
手
段
で
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

※�

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
は
、地
震
・
津
波
や
武
力
攻

撃
な
ど
の
災
害
時
に
国
か
ら
送
ら
れ
て
く

る
緊
急
情
報
を
人
工
衛
星
な
ど
を
通
じ
て

瞬
時
に
お
伝
え
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

木
津
川
市
防
災
行
政
無
線（
同
報
系
）

安
心
・
安
全
を
守
る
た
め

　

木
津
川
市
で
は
、災
害
時
に
お
け
る
情
報

伝
達
機
能
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、防
災
行

政
無
線
を
整
備
し
て
い
ま
す
。地
震
や
風
水

害
が
発
生
し
た
時
に
は
、防
災
行
政
無
線
を

活
用
し
て
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

屋
外
拡
声
子
局
に
つ
い
て

　

市
役
所
や
小
・
中
学
校（
避
難
所
等
）、公
園

な
ど
市
内
65
か
所
に
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
設

置
が
完
了
し
ま
し
た
。災
害
情
報
や
防
災
情

報
を
は
じ
め
、Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
よ
る
緊
急
放

送
な
ど
を
、即
時
に
多
く
の
方
々
へ
一
斉
放

送
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

放
送
内
容
に
つ
い
て

　

防
災
、気
象
警
報
等
の
緊
急
放
送
、防
犯
情

報
、突
発
的
事
故
等
、臨
時
放
送
、テ
ス
ト
放

送（
午
前
８
時
、午
後
５
時
メ
ロ
デ
ィ
）。

放
送
内
容
の
確
認
に
つ
い
て

　

屋
外
拡
声
子
局
か
ら
放
送
さ
れ
た
内
容
は
、

次
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
又
は
電
話
で
確
認
で
き
ま
す
。

URL:�http://kizugawa
‐city.site.ktaiwork.jp/

専
用
電
話　

79
‐
０
３
９
５

　

木
津
川
市
防
災
情
報
メ
ー
ル（
事
前
登
録
制
）

配
信
内
容

　

防
災
情
報
や
、防
災
行
政

無
線
か
ら
の
放
送
内
容

登
録
方
法

　

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
り

（
ま
た
は
、bousai.kizugaw

a

‐city@
ra

iden.ktaiw
ork.jp

を
直
接
入
力
し
て
）、空

メ
ー
ル
を
送
信
し
て
く
だ
さ
い
。

　

返
信
メ
ー
ル
が
届
き
ま
す
の
で
、登
録
を

お
願
い
し
ま
す
。

※�

迷
惑
メ
ー
ル
対
策
に
よ
り
、受
信
を
制
限

さ
れ
て
い
る
と
、メ
ー
ル
を
受
け
取
れ
な

情
報
伝
達
手
段

内　

容

①�

防
災
行
政
無

線
の
放
送

　

市
内
全
域
に
設
置
し
て

あ
る
防
災
行
政
無
線
か

ら
、最
大
音
量
で
一
斉
に

訓
練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

（
戸
別
受
信
機
を
含
む
）

②�

市
役
所
館
内

放
送

　

市
役
所
に
設
置
し
て

あ
る
館
内
放
送
の
ス
ピ

ー
カ
ー
か
ら
、一
斉
に
訓

練
放
送
が
流
れ
ま
す
。

■時
６
月
11
日（
土
）午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■内
演
題「
南
山
城
の
学
び
の
世
界
」

■講
当
館
資
料
課　

副
主
査　

田
中�

淳
一
郎

施
設
の
ご
案
内

■￥
一
般
２
０
０
円
・
小
中
学
生
50
円

■時
午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

※
休
館
日　

月
曜
日

■問
府
立
山
城
郷
土
資
料
館�

総
務
課

　

☎
86
‐
５
１
９
９　
　

86
‐
５
５
８
９

　
　

yamasiro-s-soumu@
pref.kyoto.lg.jp

Fax

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し

府
立
山
城
郷
土
資
料
館
の
催
し



税
務
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

�

☎
75
‐
１
２
０
３

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！

　

平
成
28
年
中
に
新
築
、ま
た
は
増
築
さ
れ

た
家
屋（
住
家
、店
舗
、工
場
、倉
庫
そ
の
他
の

建
物
）は
、平
成
29
年
度
か
ら
固
定
資
産
税
・

都
市
計
画
税
の
課
税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

家
屋
調
査
を
お
こ
な
う
に
あ
た
り
、職
員

は「
固
定
資
産
評
価
補
助
員
証
」を
提
示
し
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

調
査
日
時
の
調
整

　

建
物
の
完
成
を
確
認
し
、訪
問
・
電
話
な
ど

で
日
時
調
整
し
、お
伺
い
し
ま
す
。

家
屋
調
査

　

建
物
外
部（
屋
根
・
外
壁
な
ど
）・
内
部（
天

井
・
内
壁
・
床
な
ど
）の
仕
上
材
料
や
建
築
設

備
な
ど
を
調
査
し
ま
す
。

評
価
額
算
出

　

総
務
大
臣
が
定
め
る「
固
定
資
産
評
価
基

準
」に
従
い
、評
価
額
を
算
出
し
ま
す
。

固
定
資
産
税
の
減
額
措
置
制
度

　

次
の
そ
れ
ぞ
れ
の
制
度
に
つ
い
て
、当
該

家
屋
に
か
か
る
固
定
資
産
税
が
申
告
に
よ
り

減
額
さ
れ
ま
す
。（
都
市
計
画
税
は
減
額
の
対

象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

共
通
事
項

　
・�

減
額
措
置
の
適
用
は
、１
戸
に
つ
い
て
１

回
限
り
で
す
。

　
・�「
省
エ
ネ
改
修
」と「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
」

に
伴
う
減
額
措
置
は
併
用
で
き
ま
す
。

　

新
築
さ
れ
た
日
か
ら
10
年
以
上
を
経
過
し

た
住
宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）に
つ
い
て
、平

成
30
年
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
、本
制
度
の

要
件
を
満
た
す
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
を

お
こ
な
っ
た
と
き

減
額
適
用
の
要
件

・�

次
の
い
ず
れ
か
の
方
が
居
住
す
る
既
存
の

住
宅
で
あ
る
こ
と

　

�

①
65
歳
以
上
の
方　

②
要
介
護
認
定
ま
た

は
要
支
援
認
定
を
受
け
て
い
る
方　

③
障

が
い
の
あ
る
方

・�

次
の
工
事
で
、国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体

か
ら
の
補
助
金
等
を
除
く
自
己
負
担
が
50

万
円
超
の
も
の

　

�

①
廊
下
の
拡
幅　

②
階
段
の
勾
配
の
緩
和

③
浴
室
の
改
修　

④
便
所
の
改
修　

⑤
手

す
り
の
取
り
付
け　

⑥
床
の
段
差
の
解
消

⑦
引
き
戸
へ
の
取
替
え　

⑧
床
表
面
の
滑

り
止
め
化

・�

改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
で

あ
る
こ
と

減
額
内
容

　

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事
が
完
了

し
た
年
の
翌
年
度
分
の
固
定
資
産
税
額（
１

０
０
㎡
相
当
分
ま
で
を
限
度
と
す
る
）の
３

分
の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

住
宅
の
耐
震
改
修
に
伴
う
固
定
資
産

税
の
減
額
に
つ
い
て（
概
要
）

　

昭
和
57
年
１
月
１
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た

住
宅
に
つ
い
て
、平
成
30
年
３
月
31
日
ま
で

の
間
に
、現
行
の
耐
震
基
準
に
適
合
さ
せ
る

よ
う
改
修
工
事（
１
戸
当
り
50
万
円
超
の
も

の
）を
お
こ
な
っ
た
と
き

減
額
内
容

　

工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
額（
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
）が
２
分

の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

木
津
川
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

木
津
川
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、高
瀬
哲
也
氏
、藤
田

泰
久
氏
、安
田
琴
美
氏
が
同
委
員
会
委
員
と

し
て
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

任
期
は
、平
成
28
年
５
月
10
日
か
ら
平
成

31
年
５
月
９
日
ま
で
で
す
。

■問
行
政
委
員
会
事
務
局　

☎
75
‐
１
２
０
８

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断・改
修
相
談

窓
口
開
設

　

耐
震
改
修
を
お
考
え
の
方
で
、木
津
川
市

の
耐
震
診
断
・
改
修
補
助
金
制
度
に
興
味
の

あ
る
方
は
、ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■時�

６
月
18
日（
土
）・
19
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■所�

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原
２
階「
平
安
コ
ー
ト
」

京
都
府
山
城
南
土
木
事
務
所
主
催「
洪
水
・

土
砂
・
地
震
災
害
パ
ネ
ル
展
」内

■問
都
市
計
画
課　

☎
75
‐
１
２
２
２

京
都
労
働
局
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

事
業
主
の
皆
さ
ん
、労
働
保
険
料
の
申
告

納
付
は
、６
月
１
日
か
ら
７
月
11
日
ま
で（
土

日
祝
は
除
く
）に
お
願
い
し
ま
す
。

■問
京
都
労
働
局　

☎
０
７
５
‐
２
４
１
‐
３
２
１
３

　
・�

新
築
住
宅
の
軽
減
、耐
震
改
修
の
減
額
措

置
を
受
け
て
い
る
住
宅
は
、併
用
は
で
き

ま
せ
ん
。

　
・�

改
修
工
事
完
了
後
、原
則
、３
か
月
以
内

に
、必
要
書
類
を
添
付
し
て
税
務
課
へ
。

■他�

必
要
書
類
は
税
務
課
に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

住
宅
の
熱
損
失
防
止（
省
エ
ネ
）改
修

に
伴
う
固
定
資
産
税
の
減
額（
概
要
）

　

平
成
20
年
1
月
1
日
以
前
に
建
て
ら
れ
た
住

宅（
賃
貸
住
宅
を
除
く
）に
つ
い
て
、平
成
30
年

3
月
31
日
ま
で
の
間
に
、本
制
度
の
要
件
を
満

た
す
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
お
こ
な
っ
た
と
き

減
額
適
用
の
要
件　

・�

次
の
工
事
の
う
ち
、①
を
含
む
工
事（
国
ま

た
は
地
方
公
共
団
体
か
ら
の
補
助
金
な
ど

を
除
く
自
己
負
担
が
50
万
円
超
）を
お
こ

な
う
こ
と

　

�

①
窓
の
断
熱
改
修
工
事　

②
床
の
断
熱
改

修
工
事　

③
天
井
の
断
熱
改
修
工
事　

④

壁
の
断
熱
改
修
工
事�

・�

改
修
し
た
当
該
部
位
が
新
た
に
現
行
の
省

エ
ネ
基
準
に
適
合
す
る
こ
と

・�

改
修
後
の
住
宅
の
床
面
積
が
50
㎡
以
上
で

あ
る
こ
と

減
額
内
容

　

工
事
が
完
了
し
た
年
の
翌
年
度
分
の
固
定

資
産
税
額（
１
２
０
㎡
相
当
分
ま
で
）の
３
分

の
１
が
減
額
さ
れ
ま
す
。

住
宅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
に
伴
う

固
定
資
産
税
の
減
額
に
つ
い
て（
概
要
）
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○募集内容・応募資格など
試�験�区�分 職　種 採用予定人数 受　　　験　　　資　　　格

①
【チャレンジ枠】

行政職
（大学新卒） 7人程度

平成4年4月2日以降に生まれた方で、学校教育法による4年制の大
学（同程度と認めるものを含む。）または大学院に現在在学し、平成
29年3月末までに卒業見込または修了見込の方

②
【一般枠】

技術職
（土木技師） 若干名

昭和56年4月2日以降に生まれた方で、学校教育法による高等学校
（同程度と認めるものを含む。）以上を卒業した方で土木の専門知
識を有する方

保育士・
幼稚園教諭 若干名

平成元年4月2日以降に生まれた方で、保育士資格と幼稚園教諭免
許の両方の資格を有する方または平成29年3月末までに両方の資
格を取得見込の方

③
【一般枠】

行政職Ⅰ
（大卒）

7人程度

平成元年4月2日以降に生まれた方で、学校教育法による大学（同程
度と認めるものを含む。）を卒業した方または平成29年3月末まで
に卒業見込の方

行政職Ⅰ
（短大卒）

平成3年4月2日以降に生まれた方で、学校教育法による短期大学ま
たは高等専門学校（同程度と認めるものを含む。）を卒業した方ま
たは平成29年3月末までに卒業見込の方
※上記（大卒）に該当する方は受験できません。

行政職Ⅰ
（高卒）

平成5年4月2日以降に生まれた方で、学校教育法による高等学校
（同程度と認めるものを含む。）を卒業した方または平成29年3月末
までに卒業見込の方
※上記（大卒）または（短大卒）に該当する方は受験できません。

行政職Ⅱ
（身体障がい者

対象）
若干名

昭和56年4月2日以降に生まれた方で、学校教育法による高等学校
（同程度と認めるものを含む）以上を卒業した方または平成29年3
月末までに卒業見込の方のうち次の要件に該当する方
・�1級～6級の身体障害者手帳の交付を受け、勤務地まで通勤、介助
者なしで週38時間45分（1日あたり7時間45分）の勤務が可能で、
活字印刷文（点字除く）の出題および口頭面接に対応できる方

文化財技師
（建造物・美術
工芸品担当）

若干名

昭和56年4月2日以降に生まれた方で、次のいずれかの要件に該当
する方
・�学校教育法による大学で建築に関する学科または美術史に関す
る学科を修めて卒業した後、文化財建造物または美術工芸品に係
る調査や保存修理業務の経験を有する方
・�学校教育法による大学院で建築史または美術史を専攻し、大学院
修士課程を修了した方または平成29年3月末までに修了見込の方

※第2次、第3次試験の日程は予定であり、詳細は合格者に通知します。
※各試験区分および職種を重複して受験することはできません。
※上記の職種を募集しますが、試験結果が合格基準に満たない場合は、募集している職種を採用しない場合があります。
■申 �受付期間（土・日・祝日を除く午前8時30分～正午・午後1時～5時15分）に、申込書などに必要事項を記入し、各
試験区分の受付期間内に必要書類を添付して受験者本人が人事秘書課（市役所4階）へ持参してください。郵送
および代理人による提出は受け付けません。
■他 �・必要書類などの詳細は、市ホームページ又は募集案内でご確認ください。
　・�募集案内・申込書などは、人事秘書課、加茂・山城支所、西部出張所に置いてあるほか、市ホームページからも
ダウンロードできます。�

■�問人事秘書課　☎75-1234

試験区分 受付期間 第1次試験 第2次試験 第3次試験
①、② 6月6日（月）～17日（金） 6月25日（土）・26日（日） 7月23日（土）・24日（日） 8月下旬
③ 8月1日（月）～12日（金） 9月18日（日） 10月中旬 11月中旬

　昨年度に引き続き、例年実施する一般枠のほか、課題や目標に果敢にチャレンジする熱い思いを
もった人材を募集する「チャレンジ枠」を併せて実施します。この「チャレンジ枠」は従来の公務員
試験対策は不要です。熱い思いをもった多くのみなさんからの応募を待っています。

○受付期間、試験日

木津川市の未来を担う 
マチオモイ人募集!

 もうお役所仕事
なんて言わせない！

※マチオモイ®は「わたしのマチオモイ帖制作委員会」の登録商標です。
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と　き 内　容 ところ

1日（水）
午前10時 ～ 11時30分わくわくタイム（粘土シアター） 加 茂
午前10時 ～ 11時30分フラワーアレンジメントを作ろう 山 城

2日（木）

午前9時30分 ～ 11時30分園庭・室内開放（制作） 木 津
午前10時 ～正午 体育遊び・自由遊び(園庭のみ) 木津東部
午前10時 ～ 11時30分お話しタイム 加 茂
午前10時 ～ 11時30分園庭・室内開放 山 城

3日（金）午前10時 ～正午 ハンドケア講習・自由遊び(園庭のみ) 木津東部
6日（月）午前10時 ～正午 メロディーチャイム・自由遊び(園庭のみ) 木津東部

7日（火）

午前10時 ～ 11時30分おしゃべりサロン 木 津
午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び(園庭のみ) 木津東部
午前10時 ～ 11時30分園庭・室内開放 加 茂
午前10時 ～ 11時30分季節の制作 山 城

8日（水）午前10時 ～ 11時30分食育（食事の大切さ） 加 茂

9日（木）

午前9時30分 ～ 11時30分園庭・室内開放（ふれあい遊び） 木 津
午前10時 ～正午 自由遊び 木津東部
午前10時 ～ 11時30分わくわくタイム（手あそびしましょう）加 茂
午前10時 ～ 11時30分園庭・室内開放 山 城

10日（金）午前10時 ～正午 体育遊び・自由遊び(園庭のみ) 木津東部
13日（月）午前10時 ～正午 メロディーチャイム・自由遊び(園庭のみ) 木津東部

14日（火）
午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び(園庭のみ) 木津東部
午前10時 ～ 11時30分園庭・室内開放 加 茂
午前10時 ～ 11時30分救命救急講座 山 城

15日（水）
午前10時 ～ 11時30分おもちゃで遊ぼう 加 茂
午前10時 ～ 11時30分わいわいサロン・誕生会 山 城

16日（木）

午前9時30分 ～ 11時30分園庭・室内開放（絵本読み聞かせ） 木 津
午前10時 ～正午 誕生会（要予約）・自由遊び(園庭のみ) 木津東部
午前10時 ～ 11時30分おもちゃで遊ぼう 加 茂
午前10時 ～ 11時30分園庭・室内開放 山 城

17日（金）午前10時 ～正午 作ってあそぼう“七夕飾り”・自由遊び 木津東部
20日（月）午前10時 ～正午 メロディーチャイム・自由遊び(園庭のみ) 木津東部

21日（火）

午前10時 ～ 11時30分おしゃべりサロン 木 津
午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び(園庭のみ) 木津東部
午前10時 ～ 11時30分園庭・室内開放 加 茂
午前10時 ～ 11時30分小麦粉粘土であそぼう 山 城

22日（水）
午前10時 ～ 11時30分作りましょう（七夕制作） 加 茂
午前10時 ～ 11時30分ふれあい遊びとミュージックケア 山 城

23日（木）

午前9時30分 ～ 11時30分園庭・室内開放（食育） 木 津
午前10時 ～正午 体育遊び・自由遊び(園庭のみ) 木津東部
午前10時 ～ 11時30分育児講座（ベビーマッサージ・ベビーヨガ）加 茂
午前10時 ～ 11時30分園庭・室内開放 山 城

24日（金）午前10時 ～正午 講習会『親子deエアロビクス」・自由遊び 木津東部
27日（月）午前10時 ～正午 メロディーチャイム・自由遊び(園庭のみ) 木津東部

28日（火）

午前10時 ～ 11時 はじめてのお誕生会 木 津
午前10時 ～正午 ひよこサロン・自由遊び(園庭のみ) 木津東部
午前10時 ～ 11時30分園庭・室内開放 加 茂
午前10時 ～ 11時30分ゲーム遊びを楽しもう 山 城

29日（水）
午前10時 ～ 11時30分わくわくタイム（親子で体操をしよう）加 茂
午前10時 ～ 11時30分育児講座（食育） 山 城

30日（木）

午前9時30分 ～ 11時30分園庭・室内開放 木 津
午前10時 ～正午 親子クッキング“豆腐のわらびもち”木津東部
午前10時 ～ 11時30分誕生会 加 茂
午前10時 ～ 11時30分園庭開放（園庭のみ） 山 城

※市内の他の保育園でも園庭開放をおこなっています。

木 津
木津東部
加 茂
山 城

木津子育て支援センター
木津東部子育て支援センター
加茂子育て支援センター
山城子育て支援センター

（木 津 保 育 園 内）
（梅美台保育園内）
（いづみ保育園内）
（やましろ保育園内）

☎71–1115
☎71–8041
☎76–2130
☎86–4843

6月

0歳児から3歳児と保護者のための子育てサロン

▼わくわくひろば（☎73-0308）

▼かるがもひろば（☎71-0040）

　おもちゃで遊んだり、楽しくおしゃべりしたり、
お友達作りや子育ての情報交換や、紙芝居・手遊び・
子育てに役立つ講座など楽しいことがいっぱい。授
乳コーナーもありますので、赤ちゃんと一緒でも安
心してお越しください。

　ゆったりと遊んだり、おしゃべりしたりする時間
や、絵本の読み聞かせ・体操・リトミックなどのお楽
しみメニューもあります。

※祝祭日は休みます。

時
　　　
所

時　
所

毎週月・水・金曜日　午前10時30分～午後3時30分
毎週土曜日　　　午前10時30分～正午
平和堂アルプラザ木津店2階

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30分
ガーデンモール木津川2階

ところ と　き
木 津 平　日　午前9時30分～午後4時

木津東部 平　日　午前9時～午後5時
土曜日　午前9時～午後3時

加 茂 平　日　午前9時30分～午後4時
山 城 平　日　午前9時30分～午後4時

※こわれた“おもちゃ”を無料（原則）で修理しています。

毎週月・水・金曜日 午前10時～午後4時
毎週土曜日 　　　午前10時～正午
平和堂アル・プラザ木津店 2 階

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30 分
ガーデンモール木津川 2 階

※祝祭日・年末年始はお休みします。

と　き

ところ

と　き
ところ

わくわくひろば (☎73-0308）

かるがもひろば（☎71-0040）

木　　  津 平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時～午後5時木津東部

加　　茂
山　　城 平　日   午前 9 時30分～午後4時

土曜日   午前 9 時～午後3時

毎週月・水・金曜日 午前10時～午後4時
毎週土曜日 　　　午前10時～正午
平和堂アル・プラザ木津店 2 階

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30 分
ガーデンモール木津川 2 階

※祝祭日・年末年始はお休みします。

と　き

ところ

と　き
ところ

わくわくひろば (☎73-0308）

かるがもひろば（☎71-0040）

木　　  津 平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時～午後5時木津東部

加　　茂
山　　城 平　日   午前 9 時30分～午後4時

土曜日   午前 9 時～午後3時

毎週月・水・金曜日 午前10時～午後4時
毎週土曜日 　　　午前10時～正午
平和堂アル・プラザ木津店 2 階

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30 分
ガーデンモール木津川 2 階

※祝祭日・年末年始はお休みします。

と　き

ところ

と　き
ところ

わくわくひろば (☎73-0308）

かるがもひろば（☎71-0040）

木　　  津 平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時～午後5時木津東部

加　　茂
山　　城 平　日   午前 9 時30分～午後4時

土曜日   午前 9 時～午後3時

毎週月・水・金曜日 午前10時～午後4時
毎週土曜日 　　　午前10時～正午
平和堂アル・プラザ木津店 2 階

毎週月・水・金・土曜日　午前10時～午後3時30 分
ガーデンモール木津川 2 階

※祝祭日・年末年始はお休みします。

と　き

ところ

と　き
ところ

わくわくひろば (☎73-0308）

かるがもひろば（☎71-0040）

木　　  津 平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時30分～午後4時

平　日   午前 9 時～午後5時木津東部

加　　茂
山　　城 平　日   午前 9 時30分～午後4時

土曜日   午前 9 時～午後3時

　未就園児対象の子育てサークルが、各地域にあり
ます。参加希望の方は、問い合わせください。

時　午前10時～11時30分

時　午前10時～正午

時　午後1時30分～4時

木津老人福祉センター
木津東部子育て支援センター
山 城 保 健センター

6月1日・15日（水）
6月9日（木）
6月23日（木）

木津老人福祉センター
加茂ふれあいセンター

6月4日、7月2日（土）
6月17日（金）

加茂ふれあいセンター 6月14日・28日（火）

木津支所（木津老人福祉センター内）☎72-5532
加茂支所（加茂ふれあいセンター内）☎76-4338
山城支所（山城福祉センター内）　　☎86-4151

　おもちゃで楽しく遊んでもらい、気に入ったもの
があれば貸し出します。

広報           2016.67
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■時�
７
月
６
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水
）午
前
10
時
～
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時

■所
い
ず
み
ホ
ー
ル（
中
央
交
流
会
館
）　
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市
内
に
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ま
い
の
１
歳
半
以
上
の
子

ど
も
と
そ
の
保
護
者

■定
60
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他
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に
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名
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日
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所
、
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話
番
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記
入
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次
へ
。な
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信

面
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ず
保
護
者
の
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所
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名
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ご
記
入
く
だ
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い
。�

抽
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〒
６
１
９
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０
２
１
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木
津
白
口
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津
子
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い
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木
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支
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１
１
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鉄
道
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い
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ぼ
う

■時�

７
月
21
日（
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）

　

木
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館　
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前
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時
30
分
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合
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道
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東
店
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抽
選
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１
，０
０
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事
前
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習
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時
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）
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は
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い
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・�
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就
業
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１
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�URL:http://fukujob.kyoshakyo.or.jp/
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■問
加
茂
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー（
い
づ

み
保
育
園
内
）　

☎
76
‐
２
１
３
０

親
子
で
つ
く
ろ
う

～
七
夕
飾
り
を
作
り
ま
し
ょ
う
～

■時
７
月
６
日（
水
）　
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３
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時
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楽
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成
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正
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相
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☎
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１
８
２
２

■他�

木
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幼
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園
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水
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い
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次
回
は
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月
開
催
予
定
で
す
。
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域
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セ
ン
タ
ー
い
づ
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女
性
の
集
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」

　

心
に
不
調
や
病
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あ
る
女
性
を
対
象
に

し
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集
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を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。１
人
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ず
に
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性
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集
い
に
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ら
っ
し

ゃ
い
ま
せ
ん
か
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■時�
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14
日（
火
）　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
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分

■所
東
部
交
流
会
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調
理
室｣�

■内
お
菓
子
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り
と
茶
話
会�

�
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�
�
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着
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０
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�
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６
月
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日
ま
で
に
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話
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Ｆ
ａ
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次
へ
。　

�

社
会
福
祉
法
人　

い
づ
み
福
祉
会
、地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
い
づ
み�

�

☎
76
‐
０
０
７
６　
　

66
‐
１
２
４
６

Fax

習
会
に
保
護
者
と
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

絵
付
け
教
室（
お
皿
に
描
こ
う
）

■時
７
月
９
日（
土
）午
後
２
時
～

■￥
５
０
０
円

■定
35
人�

抽
選

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
で
木
津
児
童
館
に
来

館
登
録
し
て
い
る
小
学
生

■申�

６
月
16
日（
必
着
）ま
で
に
、直
接
ま
た

は
は
が
き
で
参
加
児
童
氏
名（
ふ
り
が

な
）、学
校
名
、学
年
、保
護
者
氏
名
、郵

便
番
号
・
住
所
、電
話
番
号
を
記
入
、押

印
し
木
津
児
童
館
へ
。

福
祉
資
格
者
就
業
サ
ポ
ー
ト
研
修

　

２
日
間
の
研
修
を
通
し
て
、最
新
の
知

識
・
技
術
を
習
得
し
、福
祉
・
介
護
分
野
へ

の
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
せ
ん
か
。

■時�

①
7
月
5
日（
火
）・
6
日（
水
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

　

�

②
7
月
23
日（
土
）・
24
日（
日
）

　
　

午
前
10
時
～
午
後
4
時
30
分

■所
①
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
4
階

　

②
京
田
辺
市
商
工
会
館
3
階

■対�

介
護
福
祉
士
や
介
護
職
員
初
任
者
研
修

な
ど
の
資
格
を
有
す
る
方
で
、現
在
就

業
を
さ
れ
て
お
ら
ず
、福
祉
の
現
場
へ

の
就
職
・
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る
方

■内�

座
学
、実
技
演
習
、就
労
相
談
な
ど

■定
各
20
人

■申�

①
6
月
28
日
、②
7
月
15
日
ま
で
に
申

込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、窓
口
、Ｆ
ａ
ｘ

ま
た
は
郵
送
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

■問
・�

■申
京
都
府
福
祉
人
材
・
研
修
セ
ン
タ
ー　

木
津
児
童
館

～
育
て
よ
う
一
人
ひ
と
り
の
人
権
意
識
～

〒
６
１
９
‐
０
２
１
４
木
津
清
水
27
‐
４　

☎
72
‐
４
７
０
０　
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・
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ベ
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「
よ
っ
と
い
で
」の　
　
　
　
　
　

　
　
　

 

子
育
て
・
高
齢
者
支
援
活
動

～
つ
な
が
り
の
輪
広
が
る

�

ほ
っ
と
で
き
る
居
場
所
～

　
「
よ
っ
と
い
で
」は
、地
域
で
子
育
て
支

援
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。地
域
の

食
材
を
使
っ
た
日
替
わ
り
ラ
ン
チ（
有
料
）

や
、次
の
教
室
も
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

■所�・
■問
よ
っ
と
い
で（
木
津
清
水
１
０
６　

市
役
所
か
ら
南
へ
徒
歩
約
５
分
）

　

☎
・
Fax

72
‐
９
９
１
０

　

U
R
L

：　�http://hom
epage3.nifty.

com
/yottoide/index.htm

l

内
　
容

と
　
き

エ
コ

ク
ッ
キ
ン
グ
６
月
６
日（
月
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

4
世
代
交
流

ク
ッ
キ
ン
グ
６
月
７
日（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

ふ
れ
あ
い

ク
ッ
キ
ン
グ
６
月
14
日（
火
）

午
前
10
時
～
午
後
１
時
30
分

お
や
こあ

そ
び
６
月
20
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

絵
手
紙

６
月
20
日（
月
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

お
や
こ

ク
ッ
キ
ン
グ
６
月
22
日（
水
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

聴
こ
え
に
不
自
由
を
感
じ
て
お
ら
れ
る

方
と
そ
の
ご
家
族

■申�

６
月
８
日
ま
で
に
、氏
名
、年
齢
、住
所
、

電
話（
フ
ァ
ッ
ク
ス
）番
号
、相
談
内
容
、

ご
希
望
の
時
間
帯
を
次
へ
。

※�

申
込
多
数
の
場
合
は
、時
間
変
更
を
お

願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

■問�

〒
６
１
９‐
０
２
１
４　

木
津
上
戸
15

　

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー　

　

☎
75
‐
２
０
３
０　
　

72
‐
６
８
６
２

障
が
い
の
あ
る
方
の
就
職
相
談
会

■時
６
月
14
日
・
28
日（
火
）

■所�

し
ょ
う
が
い
者
就
業
・
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー「
あ
ん
」

　

木
津
駅
前
１
‐
10
（
Ｊ
Ｒ
木
津
駅
西
口

　

ロ
ー
タ
リ
ー
前
）

■問�

☎
71
‐
０
７
０
１
、０
８
０
‐
１
４
２
８

‐
３
４
２
０　
　

71
‐
０
７
０
５

■他�

相
談
会
当
日
以
外
も
、ご
連
絡
い
た
だ

け
れ
ば
相
談
に
応
じ
ま
す
。

平
成
28
年
６
月                         

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

■内�

次
の
市
営
住
宅
の
入
居
者
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

　
・
下
川
原
団
地（
木
津
下
川
原
地
内
）

　
・
大
野
団
地（
加
茂
町
大
野
ウ
ヅ
地
内
）

　
・
北
団
地（
加
茂
町
北
広
地
内
）　

　
・�

小
谷
上
団
地（
加
茂
町
大
野
丑
谷
地
内
）

　
・
小
谷
下
団
地（
加
茂
町
北
小
谷
地
内
）

　
・�

兎
並
団
地（
加
茂
町
駅
東
四
丁
目
地
内
）

●
入
居
募
集
案
内
の��
配
布
期
間

Fax

Fax

　

６
月
１
日（
水
）～
15
日（
水
）

　

午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時
15
分

　

※
閉
庁
日
、正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

●
配
布
場
所

　

施
設
整
備
課　

☎
79
‐
０
５
５
３

　

加
茂
支
所　
　

☎
76
‐
３
６
１
１

　

山
城
支
所　
　

☎
86
‐
２
３
０
０

●
申
込
期
間

　

６
月
８
日（
水
）～
15
日（
水
）

　

午
前
８
時
15
分
～
午
後
５
時
15
分

　

※
閉
庁
日
、正
午
～
午
後
１
時
を
除
く

■問
施
設
整
備
課　

☎
79
‐
０
５
５
３

■申�

必
要
書
類
を
施
設
整
備
課
へ
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
便
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

南
加
茂
台
公
民
館
ふ
れ
あ
い
の
集
い

　

木
津
川
市
加
茂
公
民
館
サ
ー
ク
ル
連
絡

会
と
共
催
で
、高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
々
を
お
招
き
し
、模
擬
店
や
舞
台
で
の

楽
し
い
催
物
を
通
し
て
、楽
し
く
ふ
れ
あ

え
る
交
流
の
場
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

■時
６
月
19
日（
日
）

　

午
前
11
時
30
分
～
午
後
３
時

■所
南
加
茂
台
公
民
館

　
（
南
加
茂
台
５
‐
２
‐
３
）

■内�

模
擬
店
の
部（
午
前
11
時
30
分
～
午
後

１
時
）サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
て
作
ら

れ
た
、手
作
り
の
作
品
を
販
売
し
ま
す
。

収
益
金
は
、招
待
団
体
に
寄
附
し
ま
す
。

　

�

ふ
れ
あ
い
の
部（
午
後
１
時
30
分
～
３

時
）で
は
楽
し
い
舞
台
を
予
定
し
て
い

ま
す
。お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■問
南
加
茂
台
公
民
館　

☎
76
‐
５
９
５
９

つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

「
わ
く
わ
く
ひ
ろ
ば
」

■所
ア
ル
・
プ
ラ
ザ
木
津
２
階

■対�

０
歳
～
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
そ
の

保
護
者

■主
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
レ
ー
フ
レ
ー
ク
ラ
ブ

■問
☎
73
‐
０
３
０
８　

　

☎
０
８
０
‐
３
８
２
２
‐
８
８
０
０

　

U
R
L

：　�http://npofurefure.net

と
　
き

内
　
容

毎
週

月
・
水
・
金
・
土

午
前
11
時
30
分
～

日
替
わ
り
で
、手
遊

び
・
大
型
絵
本
・
エ
プ

ロ
ン
シ
ア
タ
ー
な
ど

６
月
17
日（
金
）

午
前
11
時
10
分
～
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル

ー
プ「
ぐ
う
ち
ょ
き

ぱ
ぁ
」の
人
形
劇

６
月
27
日（
月
）

午
前
11
時
30
分
～
７
月
の
壁
面
制
作

き
こ
え
の
相
談
会

　

耳
の
こ
と
で
悩
ん
で
お
ら
れ
ま
せ
ん

か
。聴
力
測
定
を
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、ぜ

ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■時
６
月
15
日（
水
）　

　

�

①
午
前
10
時
～　

②
午
前
11
時
～　

　

③
午
後
１
時
～　

④
午
後
２
時
～　

■所�

相
楽
聴
覚
言
語
障
害
セ
ン
タ
ー（
相
楽

会
館
内
）

■内�

聴
こ
え
に
関
す
る
相
談
、聴
力
測
定

　

�（
聴
力
測
定
を
ご
希
望
の
方
は
１
時
間

程
度
）

■対�

木
津
川
市
・
相
楽
郡
内
に
お
住
ま
い
で

幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業
の
お
知
ら
せ

　

私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業
、第
３

子
以
降
就
園
支
援
事
業
な
ど
は
、詳
細

が
決
ま
り
次
第
、就
園
さ
れ
て
い
る
幼

稚
園
を
通
じ
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問
学
校
教
育
課　

☎
75
‐
１
２
３
０

広報           2016.69
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　心身の機能低下のサインを早期に発見するため、6
月1日現在、満65歳、68歳、71歳、74歳および75歳
以上で、要支援・要介護認定を受けていない方に、「す
こやか度確認リスト」を送付します。質問にお答えい
ただき、結果に応じて介護予防教室をご案内します。

「すこやか度確認リスト」の送付対象者ではなく、要支
援・要介護認定を受けていない65歳以上の方で、心身
の機能低下を感じ、介護予防教室への参加を希望され
る方は、高齢介護課（☎75-1213）にご相談ください。

対象の方に「すこやか度確認リスト」を送付します。

介護予防教室の利用が望ましい方
運動機能の向上および食生活の機能などの改善
を目的とした介護予防教室への参加のご案内を
8月頃に郵送します。

生活機能の低下のない方
結果の通知はありません。介護予防に関する各
種事業にご参加いただくなど、現在の状態を維
持向上できるように心がけてください。

介護予防のための
「すこやか度確認リスト」を送付します

�■時 �月曜日～金曜日（年末年始・祝日は除く）　午前8時30分～正午、午後1時～午後3時30分
�■問こども宝課　☎79-0631(直通)

保育コンシェルジュ（利用者支援員）を配置します
　平成28年7月から、保護者のニーズと保育サービスを適切に結びつけることを目的とし、こども宝課の窓口に配
置します。

　保育コンシェルジュは、保育サービスなどに関わる相談員です。
　保育施設や地域の子育て支援など（困ったときに子どもを預かってくれる所、親子で集える場所など）それぞ
れの子育て家庭のニーズに合った支援が利用できるように、情報提供や相談・援助をおこないます。

保育コンシェルジュってなぁに？

子育てに関わるみなさんの身近な相談窓口です。��お気軽にご相談ください。

・保育所入所の手続きが知りたいなぁ？
・空き状況はどうなっているのかなぁ？
・働きたいけど、週3日くらい預かってくれるところはあるのかなぁ？
・子育ての悩みを相談したり、子育て中の親同士が知り合える場所ってどこにあるのかなぁ？
・たまには子どもを預けてリフレッシュしたいけど、預けるところってあるのかなぁ？

こんなときは保育コンシェルジュにご相談ください。

6月30日までにリストに記入し、同封の返信用封筒
（切手不要）でご返信いただくか、高齢介護課、加茂
・山城支所、西部出張所へ提出してください。

　不妊症または不育症のために治療を受けられている
夫婦に、治療費用の一部を助成します。
■対�京都府内に1年以上お住まいで、受診時に木津川市に
住民登録のある夫婦
　＊�保険適用の治療分を申請する場合は各種医療保険
に加入されている方

　＊�人工授精及び男性不妊治療分を申請する場合は婚
姻の届出をされている方

■内�本人負担額の合計の2分の1以内で助成します。なお、
各治療項目に対する限度額は表のとおりです。

　＊�男性不妊は、京都府の特定不妊治療助成制度で助
成を受けていないもので、平成28年1月19日以前
の治療分に限ります。

■申 �診療日の翌日から1年以内に、交付申請書・医療機関
証明書・請求書を各１枚（市ホームページからダウン
ロードできます。）提出してください。
■他 �体外受精・顕微授精は京都府の制度で助成が受けら
れる場合がありますので、詳しくは京都府山城南保
健所（☎72-4300）までお問合せください。
■問健康推進課　☎75-1219

不妊治療費等の助成制度

治療項目 治療内容 限度額

一般不妊
保険適用の治療のみ 1年度につき

6万円／人
保険適用の治療＋人工授精
または人工授精のみ

1年度につき
10万円／人

男性不妊

精巣内精子生検採取法（TESE）、
精巣上体内精子吸引法(MESA)
による手術などで、体外受精ま
たは顕微授精の治療の一環と
しておこなった治療

1年度につき
20万円／人
ただし、MESA
は5万円／回
とする。

不　　育 原因特定検査および治療
いずれも保険適用のみ

1回の妊娠に
つき10万円

気
軽
に

声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
ね
♪



掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

国
民
年
金
保
険
の
お
知
ら
せ

○
任
意
加
入
制
度

　

次
の
す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方
は
、受

け
取
る
額
を
増
や
す
た
め
に
、申
し
出
に

よ
り
国
民
年
金
に
加
入
で
き
ま
す
。

・�

日
本
国
内
に
住
所
を
有
す
る
60
歳
か
ら

65
歳
未
満
の
方

・�

老
齢
基
礎
年
金
の
繰
上
げ
支
給
を
受
け

て
い
な
い
方

・�

外
国
に
住
ん
で
い
る
日
本
国
民
で
、20

歳
か
ら
65
歳
未
満
の
方

※�

65
歳
に
達
し
て
も
年
金
受
給
資
格
期
間

を
満
た
し
て
い
な
い
昭
和
40
年
４
月
１

日
以
前
生
ま
れ
の
人
は
、申
し
出
に
よ

り
、70
歳
未
満
ま
で
加
入
で
き
ま
す
。

○
付
加
年
金
制
度
に
つ
い
て

　

国
民
年
金
に
は
、月
々
の
定
額
保
険
料
に

４
０
０
円（
付
加
保
険
料
）を
加
え
て
納
付

す
る
こ
と
で
、老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
し

て
受
け
ら
れ
る
付
加
年
金
が
あ
り
ま
す
。

　

付
加
年
金（
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
納

付
月
数
）は
、年
間
の
年
金
受
給
額
に
上
乗

せ
さ
れ
ま
す
。

　

付
加
保
険
料
は
、国
民
年
金
１
号
被
保
険

者
お
よ
び
国
民
年
金
任
意
加
入
被
保
険
者

の
み
納
付
で
き
、希
望
さ
れ
る
方
は
申
し
出

が
必
要
で
す
。な
お
、保
険
料
の
免
除
を
受

け
て
い
る
方
お
よ
び
国
民
年
金
基
金
加
入

者
は
納
付
で
き
ま
せ
ん
。

�

■申
国
保
年
金
課
、加
茂
・
山
城
支
所

■持�

年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金
番
号
が
わ
か

る
も
の
、認
印

■問�・
京
都
南
年
金
事
務
所　

☎
０
７
５
‐
６
４
３
‐
２
５
４
７

・
国
保
年
金
課　

☎
75
‐
１
２
１
４

年
金
生
活
者
等
支
援
臨
時
福
祉
給
付

金（
高
齢
者
向
け
）の
申
請
受
付
を
開

始
し
ま
し
た
！

　

所
得
の
少
な
い
高
齢
者
を
対
象
と
し

て
、今
年
度
に
限
り
給
付
さ
れ
ま
す
。

■対�

基
準
日（
平
成
27
年
１
月
１
日
）に
木
津

川
市
に
住
民
基
本
台
帳
の
登
録
が
あ

り
、平
成
27
年
度
の
市
民
税（
均
等
割
）

が
課
税
さ
れ
て
い
な
い
昭
和
27
年
４
月

１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方
※
例
外
あ
り

■申�

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、本
人

確
認
証
明
書
の
写
し（
免
許
証
な
ど
）お

よ
び
申
請
者
の
振
込
先
口
座
の
通
帳
の

写
し
を
貼
付
し
て
、臨
時
福
祉
給
付
金

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
事
務
局（
市
役
所

４
階「
会
議
室
４
‐
２
」）へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

　

※�

加
茂
・
山
城
支
所
で
も
提
出
可

　

※�

申
請
書
は
、ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
事

務
局
や
加
茂
・
山
城
支
所
に
備
え
て

い
る
ほ
か
、電
話
で
の
取
り
寄
せ
や
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
で
き
ま
す
。

■内�

支
給
決
定
者
１
人
に
つ
き
３
０
，０
０
０

円
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

■問
・
申
請
、記
入
方
法
の
問
合
せ　

臨
時
福
祉
給
付
金
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
事
務
局　

☎
０
５
７
０
‐
０
１
１
‐
８
８
０

　
・
制
度
の
問
合
せ　

厚
生
労
働
省　

専
用
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
０
３
７
‐
１
９
２

４
月
か
ら
介
護
保
険
料
減
免
の　
　

申
請
期
限
が
変
わ
り
ま
し
た

○�

普
通
徴
収（
納
付
書
も
し
く
は
口
座
振

替
で
の
納
付
）の
申
請
期
限

　

改�

正
前
：
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
保

険
料
の
徴
収
に
係
る
納
期
限
の
７
日

前
ま
で

　

改�

正
後
：
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
保

険
料
の
徴
収
に
係
る
納
期
限
日
ま
で

《
例
》

減
免
申
請
日

減
免
適
用
時
期

改
正
前

改
正
後

６
月
20
日

６
月

６
月

６
月
30
日

７
月

６
月

○�

特
別
徴
収（
年
金
天
引
き
に
よ
る
納
付
）

の
申
請
期
限

　

改�

正
前
：
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
保

険
料
の
徴
収
に
係
る
特
別
徴
収
対
象

年
金
給
付
の
支
払
い
に
係
る
月
の
前

前
月
の
15
日
ま
で

　

改�

正
後
：
減
免
を
受
け
よ
う
と
す
る
保

険
料
の
徴
収
に
係
る
特
別
徴
収
対
象

年
金
給
付
の
支
払
い
に
係
る
月

《
例
》　

※
年
金
支
給
月
は
偶
数
月

減
免
申
請
日

減
免
適
用
時
期

改
正
前

改
正
後

６
月
10
日

８
月

６
月

６
月
20
日

10
月

６
月

７
月
20
日

10
月

８
月

■問
高
齢
介
護
課　

☎
75
‐
１
２
１
３

国
民
健
康
保
険
税
の
納
税
通
知
書
を

送
付
し
ま
す
！

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、加
入
し
て
い
る

皆
さ
ん
が
医
療
機
関
に
か
か
ら
れ
た
と
き

の
医
療
費
の
支
払
い
に
あ
て
ら
れ
て
い
ま

す
の
で
、忘
れ
ず
納
期
限
内
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。

納
税
義
務
者

　

納
税
通
知
書
な
ど
は
、す
べ
て
世
帯
主
に

送
付
さ
れ
ま
す
。そ
の
た
め
、世
帯
主
本
人

が
国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
は
な
い
場

合
で
も
、同
じ
世
帯
に
加
入
者
が
い
る
と
き

は
、世
帯
主
が
納
税
義
務
者
に
な
り
ま
す
。

※�

そ
の
場
合
は
、世
帯
主
本
人
は
保
険
税

の
計
算
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

納
期

　

4
月
分
か
ら
翌
年
3
月
分
ま
で
を
年
税

額
と
し
て
算
定
し
、6
月
か
ら
翌
年
3
月
ま

で
の
10
回
で
納
付
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。年

度
の
途
中
で
、国
民
健
康
保
険
の
資
格
を
取

得
・
喪
失
し
た
と
き
に
は
、そ
の
年
度
の
国

民
健
康
保
険
税
を
月
割
計
算
し
ま
す
。

年
金
か
ら
の
特
別
徴
収

　

4
月
・
6
月
・
8
月
の
年
金
か
ら
の
特
別

徴
収
を
開
始
す
る
方
は
、28
年
度
の
年
税
額

を
仮
に
算
定
し
、8
月
ま
で
の
特
別
徴
収
額

を
事
前
に
通
知
し
ま
す
。今
回
の
通
知
で
確

定
の
年
税
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問�

国
保
年
金
課　

☎
75
‐
１
２
１
４

７
月
12
日（
火
）ま
で
で
す
！

木
津
川
市
国
民
健
康
保
険
に
加
入
の
方
へ

お
忘
れ
な
く
！

広報           2016.611
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減
基
準
所
得
・
国
民
健
康
保
険
税
の
医
療

分
、後
期
高
齢
者
支
援
金
分
の
賦
課
限
度

額
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

軽
減
基
準
所
得
の
拡
大

　

①�

総
所
得
金
額
が
３
３
０
，０
０
０
円

以
下
の
世
帯（
均
等
割
額
、平
等
割
額

が
7
割
減
額
）�

　

②�

総
所
得
金
額
が
２
６
５
，０
０
０
円

×
被
保
険
者
数+

３
３
０
，０
０
０

円
以
下
の
世
帯（
均
等
割
額
、平
等
割

額
が
5
割
減
額
）

　

③�

総
所
得
金
額
が
４
８
０
，０
０
０
円

×
被
保
険
者
数+

３
３
０
，０
０
０

円
以
下
の
世
帯（
均
等
割
額
、平
等
割

額
が
２
割
減
額
）�

賦
課
限
度
額
の
変
更

　

医
療
分　

54
万
円

　

後
期
高
齢
者
支
援
金
分　

19
万
円

■問
国
保
年
金
課　

☎
75
‐
１
２
１
４

認
知
症
の
方
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

事
前
登
録
制
度

～
木
津
川
市
認
知
症
高
齢
者
等

�

Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
～

　

こ
の
制
度
は
、認
知
症
の
方
な
ど
の
情

報
を
事
前
に
登
録
し
、万
一
、行
方
不
明
に

な
ら
れ
た
場
合
、関
係
機
関
に
登
録
情
報

を
提
供
し
、少
し
で
も
早
く
発
見
す
る
こ

と
に
つ
な
げ
る
も
の
で
す
。

■対�

市
内
に
住
所
を
有
し
、認
知
症
な
ど
に
よ

り
行
方
不
明
と
な
る
お
そ
れ
の
あ
る
方

■申�

高
齢
介
護
課
に
申
請
し
、「
認
知
症
高
齢
者

等
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
業
事
前
登
録

申
請
書
」を
提
出（
１
年
ご
と
に
要
更
新
）

�

事
前
登
録
後
、行
方
不
明
に
な
ら
れ
た
場
合

　

�

事
前
登
録
→
行
方
不
明
届（
家
族
か
ら

警
察
署
に
届
け
る
）→
捜
索
協
力
依
頼

（
警
察
署
か
ら
市
に
連
絡
）→
市
：
事
前

登
録
の
情
報
を
基
に「
行
方
不
明
高
齢

者
発
見
協
力
依
頼
書
」作
成
→
情
報
提

供（
市
か
ら
各
関
係
機
関
）

・�

詳
し
く
は
、高
齢
介
護
課
、最
寄
り
の
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

＊�

行
方
不
明
だ
と
気
づ
い
た
時
は
、す
ぐ
に
木
津

警
察
署（
☎
72
‐
０
１
１
０
）へ
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
高
齢
介
護
課　

☎
75
‐
１
２
１
３

認
知
症
対
応
型
カ
フ
ェ
事
業

　

認
知
症
の
方
や
認
知
症
の
不
安
の
あ
る

方
、そ
の
家
族
が
交
流
で
き
る
場
で
す
。

①
ひ
と
い
き
カ
フ
ェ

■所�

ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ
人
と
木（
相
楽
城
の
堀
26
）

■時
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

・�

６
月
11
日（
土
）

　

紙
芝
居
「
大
仏
鉄
道
も
の
が
た
り
」な
ど

・�

７
月
９
日（
土
）

　

紙
芝
居
、人
形
劇
、交
流
、歌
な
ど

②
く
に
カ
フ
ェ

■所
喫
茶
恭
仁（
加
茂
町
岡
崎
出
羽
14
）

■時
６
月
23
日（
木
）午
後
１
時
～
３
時

■内
お
て
だ
ま
、交
流
、歌

③
つ
な
が
り
処
ほ
っ
と

■所
小
沢
医
院（
山
城
町
平
尾
南
払
戸
１
１
２
）

■時
６
月
14
日（
火
）午
後
２
時
～
４
時

■内
交
流

■申�

実
施
日
の
前
日
ま
で
に
、①
②
は
高
齢

介
護
課（
☎
75
‐
１
２
１
３
）、③
は
山
城

ぬ
く
も
り
の
里（
☎
86
‐
５
９
６
０
）へ
。

■￥�

無
料（
た
だ
し
、飲
み
物
・
お
菓
子
ご
希

望
の
方
は
当
日
実
費
徴
収
）

臨
時
職
員
の
登
録
募
集

■内�

夏
休
み
期
間
中
の
市
内
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
に
お
け
る
児
童
の
見
守
り
等
の
業
務

勤�

務
日
数　

月
曜
日
か
ら
土
曜
日
ま
で
の

う
ち
週
３
日
間
ま
た
は
週
５
日
間

勤�

務
時
間　

午
前
８
時
か
ら
午
後
７
時
ま

で
の
う
ち
４
時
間
～
７
時
間
45
分

勤
務
期
間　

７
月
21
日（
木
）～
８
月
31
日（
水
）

時
給

　
・
９�

７
０
円
…
保
育
士
、教
諭（
幼
稚
園
、

小
学
校
、中
学
校
、高
等
学
校
）、社

会
福
祉
士
、児
童
福
祉
事
業
従
事
経

験
者（
２
年
か
つ
２
０
０
０
時
間
以

上
）、大
学
に
お
い
て
社
会
福
祉
学

等
を
専
修
し
た
方

　
・
８
７
０
円
…
資
格
を
お
持
ち
で
な
い
方

■対�

65
歳
未
満
の
方（
平
成
28
年
７
月
21
日
現
在
）

■申�

６
月
15
日（
水
）午
後
５
時（
必
着
）ま
で

に
、申
込
書
、写
真
添
付
の
履
歴
書
と
、資

格
を
お
持
ち
の
方
は
資
格
証
の
写
し
を

人
事
秘
書
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い

（
郵
送
可
）。申
込
書
、履
歴
書
は
人
事
秘

書
課
の
窓
口
に
あ
る
ほ
か
、市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

面
接
試
験

　

�

６
月
22
日（
水
）～
30
日（
木
）※
面
接
時

間
は
申
込
書
持
参
時
に
決
定
し
ま
す

■問
人
事
秘
書
課　

☎
75
‐
１
２
３
４

■他
・�

試
験
結
果
は
、面
接
終
了
後
１
週
間

程
度
で
電
話
連
絡
し
ま
す
。

　

・�

勤
務
条
件
は
木
津
川
市
臨
時
職
員
の
任

用
等
に
関
す
る
条
例
に
よ
り
ま
す
。

６月期の児童手当・特例給付の支払日は６月10日（金）です。支払日以降に入金の確認をお願いします。
支給分　児童手当・特例給付（平成28年２月分～平成28年５月分）
支給額

木
津
川
市
文
化
協
会
体
験
講
座 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

　

体
験
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、ご
参

加
く
だ
さ
い
。

は
が
き
絵
体
験（
3
回
）

■時�

7
月
1
日
、9
月
2
日
、10
月
7
日（
金
）　

午
後
2
時
～
3
時

■所�

東
部
交
流
会
館「
カ
ル
チ
ャ
ー
ル
ー
ム
2
」

■講
は
が
き
絵
サ
ー
ク
ル

短
歌
体
験（
3
回
）

■時�

7
月
20
日
、8
月
17
日
、9
月
21
日（
水
）　

午
後
1
時
～
4
時

■所
や
す
ら
ぎ
園

■講
や
ま
し
ろ
短
歌
会

日
本
舞
踊
体
験（
２
回
）

■時�

7
月
16
日
・
23
日（
土
）午
後
1
時
～
3
時

■所
東
部
交
流
会
館
和
室

■講
は
な
ち
ひ
ろ
華
の
会

大
正
琴
体
験

■時�

7
月
15
日
、9
月
9
日
、10
月
14
日（
金
）　

午
後
1
時
～
3
時

■所
宮
島
宅（
棚
倉
駅
す
ぐ
）

■講
山
城
町
大
正
琴
サ
ー
ク
ル

■定
各
5
人

■対
市
内
に
お
住
ま
い
の
方

■￥�

無
料（
た
だ
し
、材
料
費
が
か
か
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。）

■申�

6
月
21
日
ま
で
に
東
部
交
流
会
館（
☎

71
‐
８
１
３
０
）へ
。

■主
木
津
川
市
文
化
協
会

低
所
得
者
へ
の
軽
減
判
定
所
得
・ 

賦
課
限
度
額
が
変
わ
り
ま
す
！

　

国
民
健
康
保
険
税
の
低
所
得
世
帯
の
軽



掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

当
尾
の
郷
会
館
の
開
館
の
お
知
ら
せ

　

利
用
の
概
要
は
、次
の
と
お
り
で
す
。ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

所
在
地
・
連
絡
先

　

�

〒
６
１
９
‐
１
１
３
１

　

加
茂
町
辻
下
垣
外
16
番
地（
旧
当
尾
小
学
校
）

　

☎
76
‐
２
２
３
４　
　

76
‐
８
２
３
１

休
館
日
・
開
館
時
間
と
利
用
に
つ
い
て

　

�

休
館
日
：�

月
曜
日
、祝
日
、12
月
29
日
～

１
月
３
日

Fax

熊
本
地
震
災
害
義
援
金
を
受
け
付
け
ま
す

　

4
月
14
日
に
熊
本
県
で
発
生
し
た
地
震

の
被
災
者
の
生
活
再
建
の
一
助
と
す
る
た

め
に
義
援
金
を
募
集
し
ま
す
。義
援
金
箱

は
次
の
窓
口
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

市
役
所
本
庁（
市
民
課
・
社
会
福
祉
課
）、

加
茂
・
山
城
支
所
、西
部
出
張
所

施
設
の
概
要

階
数

室
名

利
用
人
数

使
用
料

（
１
時
間
あ
た
り
）
冷
暖
房
費

設　

備

１
階

会
議
室

12
人

１
０
０
円

２
０
０
円

机
４
台
、椅
子
12
脚

２
階

研
修
室
①

18
人

２
０
０
円

机
６
台
、椅
子
18
脚

研
修
室
②

18
人

２
０
０
円

机
６
台
、椅
子
18
脚

研
修
室
③

24
人

２
０
０
円

机
８
台
、椅
子
24
脚

研
修
室
大

42
人

２
０
０
円

机
14
台
、椅
子
42
脚

調
理
室

15
人
程
度

３
０
０
円

調
理
台
５
台

（
２
０
０
円
／
台
）

工
作
室

12
人
程
度

２
０
０
円

工
作
台
７
台

体
育
館

３
０
０
円

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
１
面

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
１
面

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
２
面

グ
ラ
ウ
ン
ド

２
０
０
円

バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
１

駐
車
場

20
台
程
度（
グ
ラ
ウ
ン
ド
端
）

　

利
用
時
間
：
午
前
９
時
～
午
後
10
時

　

�

利
用
手
続
：
会
館
受
付
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

◆�

受
付　

午
前
９
時
～
午
後
５
時
15
分

　
（
正
午
～
午
後
１
時
と
休
館
日
除
く
）

◆�

申
込　
（
市
内
）利
用
日
の
６
か
月
前
か

ら
３
日
前
ま
で　
（
市
外
）利
用
日
の
２

か
月
前
か
ら
３
日
前
ま
で

■問�
利
用
に
つ
い
て
…

　

当
尾
の
郷
会
館
☎
76
‐
２
２
３
４

　

そ
の
他
…
社
会
教
育
課
☎
75
‐
１
２
３
３

な
お
、い
た
だ
い
た
義
援
金
は
、日
本
赤

十
字
社
木
津
川
市
地
区
を
通
じ
て
被
災
者

の
生
活
再
建
の
た
め
に
分
配
さ
れ
ま
す
。

※�

領
収
書
の
発
行
を
希
望
さ
れ
る
場
合

は
、義
援
金
箱
に
お
金
を
入
れ
ず
、各
施

設
窓
口
担
当
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■問�

社
会
福
祉
課
☎
75
‐
１
２
１
１

６月期の児童手当・特例給付の支払日は６月10日（金）です。支払日以降に入金の確認をお願いします。
支給分　児童手当・特例給付（平成28年２月分～平成28年５月分）
支給額

■問

　児童手当・特例給付を受けておられる方を対象に、６月初旬に「児童手当・特例給付現況届」を郵送します。必
要事項をご記入の上、６月30日までに添付書類と併せて提出してください。現況届の提出がないと、６月分以
降の手当を受けることができなくなる場合がありますのでご注意ください。
　詳しくは、現況届送付時に同封の案内をご覧ください。
提出期限　６月30日（木）
提出窓口　こども宝課� 平日　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　加茂・山城支所� 平日　午前８時30分～午後５時15分
　　　　　西部出張所� 火～日（祝日除く）午前９時～午後６時
　　　　　郵送提出の場合� 〒619-0286（住所不要）　木津川市役所　こども宝課　宛て
　�こども宝課　☎75-1212

児童手当・特例給付の支払い

「現況届」の提出をお願いします

対象児童の年齢等 支給月額

児
童
手
当

０～３歳未満 15,000円

３歳～小学校修了前
第１子 10,000円
第２子 10,000円
第３子以降 15,000円

中学生 10,000円

特
例

給
付 児童を養育している方の所得が所得制限額以上の0歳～中学生 5,000円

広報           2016.613



142016.6 広報

女性センター ニュース！

■時 �毎月第２金曜日　午前11時～午後2時
�

■所 ��女性センター2階「料理実習室」と
� 「図書コーナー」開放！
■他 �・�申込不要
� ・�飲食物の持ち込みOK！
� ・�時間内は自由に出入りできます。

囲碁もできます！興味のある方、大歓迎！

おしゃべりカフェ どなたでもご利用できますので、
お気軽にお越しくださいね♪

山
田
川 木

　津

高
の
原

●

★

イオン
高の原 中央体育館

サークル K

中村屋
文

文

木津川
市役所

「女性センター」
バス停

●

●

〒
女
性

セ
ン
タ
ー

●

●

24

163

【６月10日】午前11時10分～正午
★メニュー『絵本と朗読』

こちらは
自由参加

　　　女性センター
〒619-0223�相楽台4丁目3�
☎72-7719
午前8時30分〜午後5時15分
（月曜・祝日・年末年始�休館）

※�

駐
車
台
数
に
限
り
が
あ

り
ま
す
の
で
、な
る
べ

く
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　市では、男性と女性が社会の対等な構成員とし
て、あらゆる分野における活動に参画し、ともに責
任を担う男女共同参画社会づくりを目指して、さ
まざまな事業をおこなっています。

　「男女共同参画人材リスト登録事業」（人材リス
ト）では、そのような社会づくりに賛同し、協力い
ただける方を募集しています。

■対 ��市内にお住まい、お勤め又は活動の場を有する
20歳以上の方で、次のいずれかに該当する方

� ・�仕事、研究、芸術、スポーツなどのあらゆる分
野で専門的な知識や活動実績のある方、また
は有識者、有資格者

� ・市政や地域の発展に意欲や関心のある方
■内 �庁内審議会などの委員、市主催事業の講師など

■申 ��人材リスト登録票に必要事項を記入し、女性セ
ンターへ直接または郵送してください。

■他 �・�登録用紙は人権推進課および女性センターに
あります。また、市ホームページからもダウン
ロードできます。

� ・�登録された方が選任されるとは限りません。
また、就任についても本人の意向を確認します。

　〜男女共同参画人材リストに登録しましょう！〜

『�意識をカイカク。男女でサンカク。社会をヘンカク。�』
　平成27年度から今後５年間の指針となる「木津
川市男女共同参画計画後期計画」では、「男女がと
もに輝くまちづくり」を基本理念とし、男性と女性

が互いに等しく、その人権を尊重し合い、個性と能
力を十分に発揮して、喜びも責任も分かち合える
男女共同参画のまちづくりを目指します。

平成28年度 男女共同参画週間　＜６月23日（木）～29日（水）＞

男女共同参画
『DVD上映会＆おしゃべり会』

を開催します！

【あらすじ】徳島県上勝町において、料理の「つまもの」の
ビジネスで成功した実話を元に映画化。シルバー世代の
３人の女性の新しい人生が動き出す。

◆出演：吉行和子・富司純子・中尾ミエ
　〈2012年公開／112分〉

『人生、いろどり』
もうヒトハナ、咲かそ。

〜彩事業を支える人たちの実話〜
■時 �６月28日（火）午後１時30分～４時
■所 �女性センター
■対 �市内にお住まいの男女
■定 �40人
■他 �託児（１歳～５歳で定員５人
� ※６月24日までに要予約）

先着

■申・■問
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おすすめの味

木津川市食生活改善推進員協議会
早川　美榮子

〈1人分の栄養価〉
エネルギー� 66 kcal
たんぱく質�� 1.9 g
脂　　　質�� 0.5 g
カルシウム��23mg
食 物 繊 維��� 0.4 g
塩　　　分��� 0 g

作
り
方

①�

耐
熱
容
器
に
粉
ゼ
ラ
チ
ン
と
水
を
入
れ
、よ
く
か

き
ま
ぜ
電
子
レ
ン
ジ（
６
０
０
Ｗ
）で
約
15
秒
加

熱
し
ま
す
。

　

�

湯
せ
ん
で
溶
か
し
て
も
良
い
。

②�

常
温
の
サ
イ
ダ
ー
に
、①
と
レ
モ
ン
果
汁
を
入
れ

て
混
ぜ
、バ
ッ
ト
に
流
し
入
れ
、大
き
な
泡
を
ス

プ
ー
ン
で
取
り
除
き
、冷
や
し
固
め
る
。

③�「
②
」が
固
ま
っ
た
ら
フ
ォ
ー
ク
で
崩
し
、フ
ル
ー

ツ（
ミ
カ
ン
、パ
イ
ン
）と
交
互
に
入
れ
、プ
レ
ー

ン
ヨ
ー
グ
ル
ト
を
か
け
、最
後
に
キ
ウ
イ
フ
ル
ー

ツ
を
添
え
る
。

一
言
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

蒸
し
暑
い
時
期
に
は
、大
人
も
子
供
に
も
喜
ば
れ

る
口
当
た
り
の
よ
い
あ
っ
さ
り
と
し
た
デ
ザ
ー
ト

で
す
。簡
単
に
作
れ
ま
す
よ
！

材　料（4人分）

サイダー� 280ml
レモン果汁� 適宜
粉ゼラチン� 5.2g
水� 30ml
ミカン缶� 50g
パイン缶� 50g
プレーンヨーグルト
� 60g
キウイフルーツ�30g

ス
テ
ロ
イ
ド
の
お
話

鈴
木
耳
鼻
咽
喉
科　

鈴
木 

慎
二　

医
師

相楽休日応急診療所　～受診前には必ずお電話を～

と　き 診療科目 と　き 診療科目

6月5日（日） 内科 7月10日（日） 内科

6月12日（日） 内科 7月17日（日） 内科

6月19日（日）内科・小児科 7月18日（月・祝） 内科

6月26日（日）内科・小児科 7月24日（日） 内科・小児科

7月3日（日） 内科 7月31日（日） 内科・小児科

サイダーゼリー

時�午前9時から
　（受付：午前8時30分～午後0時30分）
所相楽会館1階（木津上戸15）
問相楽休日応急診療所　☎73-9988
他�症状によっては診察できない場合や、京都山城
総合医療センターを紹介する場合があります。

抑
え
た
り
、
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
免

疫
異
常
を
矯
正
し
た
り
、
ま
た
、
体

の
恒
常
性
を
保
つ
作
用
も
あ
り
、
治

療
薬
と
し
て
使
わ
れ
ま
す
。
１
９
５

０
年
頃
に
関
節
リ
ウ
マ
チ
の
治
療
の

た
め
、「
夢
の
治
療
薬
」
と
し
て
世
の

中
に
登
場
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
服

薬
を
止
め
る
と
症
状
が
再
燃
し
た
り

免
疫
力
の
低
下
や
糖
尿
病
の
併
発
な

ど
副
作
用
が
目
立
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
を
薬
と
し
て
使
う
場

合
は
、
体
内
の
自
然
な
ス
テ
ロ
イ
ド

ホ
ル
モ
ン
に
影
響
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
が
最
も
重
要
で
す
。

　

最
近
は
、
ハ
イ
テ
ク
な
人
工
ス
テ

ロ
イ
ド
の
開
発
が
目
覚
ま
し
く
、
喘

息
に
対
す
る
ス
テ
ロ
イ
ド
吸
入
治

療
、
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
に
対
す
る

ス
テ
ロ
イ
ド
点
鼻
療
法
に
も
用
い
ら

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
場
合
、
1
日
の

使
用
量
が
決
め
ら
れ
て
お
り
、
体
内

の
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル
モ
ン
へ
の
影
響

は
ほ
ぼ
無
視
で
き
る
レ
ベ
ル
で
す
の

で
、
頻
繁
な
通
院
を
し
な
く
て
も
安

全
に
治
療
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
、
予
防
に
重
き
を
置

い
た
治
療
で
、
喘
息
発
作
の
予
防
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
花
粉
症
の
時

期
で
も
早
め
の
治
療
に
よ
り
快
適

な
日
々
を
送
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
と
聞
く
と
、「
ア
ト

ピ
ー
の
リ
バ
ウ
ン
ド
」「
筋
肉
増
強

剤
」「
危
険
な
薬
？
」
な
ど
、イ
メ
ー

ジ
は
良
く
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
世
の
中
か
ら
消
え
る
こ
と
は
な

く
、
現
在
の
医
療
現
場
で
も
薬
と
し

て
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
書
店

で
も
ス
テ
ロ
イ
ド
に
関
す
る
書
物
を

購
入
す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
が
、
医

学
的
な
専
門
用
語
が
多
い
た
め
、
な

か
な
か
全
て
を
理
解
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。
今
回
の
コ
ラ
ム
で
は
、
こ

の
ス
テ
ロ
イ
ド
に
つ
い
て
説
明
し
ま

す
。

　

ス
テ
ロ
イ
ド
は
ス
テ
ロ
イ
ド
ホ
ル

モ
ン
（
自
然
な
ス
テ
ロ
イ
ド
）
と
し

て
、
体
内
で
作
ら
れ
て
血
液
中
を
流

れ
て
い
ま
す
。
活
動
す
る
と
き
に
必

要
と
さ
れ
る「
体
を
し
ゃ
き
っ
と
さ

せ
る
ホ
ル
モ
ン
」で
、午
前
中
に
多
く

分
泌
さ
れ
、
就
寝
時
に
は
少
な
く
な

り
ま
す
。
ス
テ
ロ
イ
ド
が
不
足
す
る

と
だ
る
さ
を
感
じ
ま
す
。
生
命
の
維

持
に
は
不
可
欠
な
ホ
ル
モ
ン
で
す
。

ま
た
、
体
が
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
際

に
気
分
の
落
ち
込
み
を
防
い
で
、
ス

ト
レ
ス
に
勝
て
る
体
に
し
て
く
れ
ま

す
。
体
調
不
良
時
は
、
体
が
ス
テ
ロ

イ
ド
を
欲
し
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

医
療
現
場
で
は
、
炎
症
を
強
力
に

掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

広報           2016.615
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マ
タ
ニ
テ
ィ
広
場（
妊
婦
さ
ん
の
教
室
）

に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？ 

　

友
達
づ
く
り
の
機
会
と
し
て
も
ご
利
用

く
だ
さ
い
。お
父
さ
ん
の
ご
参
加
も
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

■内
①
マ
タ
ニ
テ
ィ
ヨ
ガ

　
　

�

～
ゆ
っ
く
り
と
お
な
か
の
赤
ち
ゃ
ん

と
の
時
間
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
～

　

※�

激
し
い
運
動
は
行
い
ま
せ
ん
が
、念

の
た
め
主
治
医
の
許
可
を
得
て
か
ら

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

②�

赤
ち
ゃ
ん
の
お
風
呂
の
入
れ
方
と
保

育
に
つ
い
て

　
　

�

～
赤
ち
ゃ
ん
の
お
人
形
で
実
際
に
お

風
呂
に
入
れ
て
み
ま
し
ょ
う
～

■時�

①
６
月
20
日（
月
）午
前
９
時
30
分
～

（
受
付　

午
前
９
時
15
分
～
９
時
30
分
）

　

�

②
７
月
４
日（
月
）
午
後
１
時
30
分
～

（
受
付　

午
後
１
時
15
分
～
１
時
30
分
）

■所
木
津
保
健
セ
ン
タ
ー

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
の
妊
婦
さ
ん
と
そ
の

家
族

■持�

母
子
健
康
手
帳
、母
子
保
健
テ
キ
ス
ト

（
お
持
ち
の
方
）

■定
各
20
人��

先
着

ら
く
ら
く
運
動
で
ス
ッ
キ
リ
！ 

「
す
こ
や
か
自
分
21
」

　

み
ん
な
で
楽
し
く
楽
に
身
体
を
動
か
し
て
、

心
身
と
も
に
ス
ッ
キ
リ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

月
、乳
が
ん
検
診
は
最
終
月
に
検
診

希
望
者
が
集
中
す
る
た
め
、検
診
が

受
け
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

早
め
の
検
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

毎
月
19
日
は
、食
育
の
日

　

今
月
の
テ
ー
マ【
熱
中
症
予
防
】

　

～
暑
さ
対
策
レ
シ
ピ
の
配
布
あ
り
～

■時�

６
月
20
日（
月
）�午
前
10
時
～
11
時
30
分

■所
庁
舎
１
階「
授
乳
室
北
側
ス
ペ
ー
ス
」

■主
木
津
川
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

血
液
が
た
り
ま
せ
ん
！ 

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

病
気
や
け
が
で
輸
血
を
必
要
と
す
る
方

に
、あ
な
た
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■所
庁
舎
１
階「
住
民
活
動
ス
ペ
ー
ス
」

■時�

６
月
６
日（
月
）午
前
10
時
～
正
午
、午

後
１
時
～
３
時
30
分

■持�

献
血
カ
ー
ド（
お
持
ち
の
方
）、本
人
自

身
を
証
明
で
き
る
証（
初
め
て
の
方
の

み
。運
転
免
許
証
、健
康
保
険
証
な
ど
）

■他
・�

年
齢
、体
重
、Hb
値
な
ど
の
ほ
か
、患

者
や
献
血
者
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
、献
血
を
お
断
り
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

・�
副
作
用
を
少
な
く
す
る
た
め
、で
き

る
だ
け
４
０
０
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
の
献

血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

次
回
献
血
日
程

■時
・
■所
７
月
８
日（
金
）

　

①�

加
茂
支
所
１
階　

午
前
10
時
～
正
午

　

②�

ア
ス
ピ
ア
や
ま
し
ろ　

午
後
２
時
～
４
時

■時
6
月
23
日（
木
）、７
月
７
日（
木
）

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

　
（
受
付　

午
前
9
時
45
分
～
10
時
）

■所
中
央
交
流
会
館（
い
ず
み
ホ
ー
ル
）

■内�

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ（
誰
で
も
ど
こ
で
も

簡
単
に
で
き
る
運
動
）と
ス
ト
レ
ッ
チ

■対
40
歳
～
74
歳
の
方

■定
30
人��

先
着

■持
上
靴
、飲
み
物
、汗
拭
き
タ
オ
ル
な
ど

■申�

実
施
日
の
1
週
間
前
ま
で
に
健
康
推
進

課
へ
。

■他
・�

当
日
に
申
込
書
兼
同
意
書
を
提
出
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

・�

治
療
中
の
疾
患
が
あ
る
方
は
、主
治

医
に
相
談
の
う
え
、お
申
込
み
く
だ

さ
い
。

　

・
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

平
成
28
年
度
子
宮
頸
が
ん
検
診
・ 

乳
が
ん
検
診
を
申
込
ま
れ
た
方
へ

※
申
込
受
付
は
終
了
し
て
い
ま
す
。

　

検
診
を
受
け
て
い
た
だ
く
際
は
、健
康

推
進
課
か
ら
３
月
中
旬
に
送
付
し
ま
し
た

次
の
書
類
を
持
参
し
、指
定
の
医
院
の
検

診
日
時
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

・
子
宮
頸
が
ん
検
診

　

�「
子
宮
頸
が
ん
検
診
受
診
票
兼
結
果
通

知
書
」

・
乳
が
ん
検
診

　
「
乳
が
ん
検
診
の
ご
案
内
兼
受
診
票
」

■他
・�

予
約
が
必
要
な
病
院
も
あ
り
ま
す
の

で
、詳
細
は
各
書
類
を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

　

・�

子
宮
頸
が
ん
検
診
は
８
月
か
ら
10

○�

次
の
業
者
に
つ
い
て
、市
下
水
道
排
水
設
備
指

定
工
事
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
ま
し
た
。

工
事
業
者
名
お
よ
び
所
在
地

伸
宏
建
設
工
業
株
式
会
社（
木
津
川
市
山
城
町
綺
田
）

大
喜
設
備
工
業
株
式
会
社（
京
都
市
西
京
区
）

ヤ
マ
ギ
ワ
設
備��　

����

（
相
楽
郡
精
華
町
）

株
式
会
社
辻
本
工
業（
木
津
川
市
加
茂
町
大
野
）

株
式
会
社
コ
ウ
ケ
ン（
木
津
川
市
山
城
町
上
狛
）

下
水
道
排
水
設
備
指
定
工
事
業
者
の
指
定
取
消

水
道
料
金
の
未
納
が
続
く
場
合
は
給
水

停
止
を
お
こ
な
い
ま
す

��

水
道
事
業
は
、水
道
を
利
用
い
た
だ
い
て
い
る

皆
さ
ん
の
料
金
収
入
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
公
平
か
つ
安
定
的
に
水
道
事
業
を
経
営

す
る
た
め
、未
納
者
に
対
し
て
厳
し
い
措
置
を
進

め
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
、水
道
料
金
を
未
納
さ
れ

て
い
る
方
、再
三
の
支
払
催
告
に
も
か
か
わ
ら
ず

納
付
し
て
い
た
だ
け
な
い
方
、あ
る
い
は
納
付
の

約
束
を
守
っ
て
い
た
だ
け
な
い
方
な
ど
に
は
、給

水
停
止
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

水
道
料
金
の
期
限
内
納
入
に
、ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■問
水
道
業
務
課　

☎
７
５
‐
１
２
５
０

健
康
の
お
知
ら
せ

 　
　

健
康
推
進
課�

☎
75
‐
１
２
１
９
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環境の森センター・きづがわ建設に向けて環境の森センター・きづがわ建設に向けて
～“環境の森センター・きづがわ”は、皆さんの日常生活に欠くことのできない施設です～
　木津川市と精華町から排出される可燃ごみを処理す
るため、老朽化が進む相楽郡西部塵埃処理組合の“打越
台環境センター”（精華町内）に代わる施設として整備
を進めています。
　去る３月30日に施工者の（株）タクマ主催による安
全祈願祭が執りおこなわれ、その後、現場事務所を設置
し、施設整備工事に着手しました。
　今月号から、施設工事の現場の様子などを中心にお
伝えします。

【現場事務所を設置しました】
　環境の森センター・きづがわの施設整備工事は、試運
転・性能確認を含めると、今後、約２年半の期間を要し
ます。
　このため、４月下旬に現場管理のための事務所を建
設地内に設置しました。
　また、入口付近に仮囲い・ゲートを設けるなど、工事
施工に向けて、準備をおこないました。

【ごみピット等の工事に着手をしました】
　平成28年度の施設整備工事は、ごみを一時的に貯留
等するための建物の基礎およびごみピットに関するも
ので、主に建物の地下部分です。
　また、プラント機器につきましても、工場で順次、製
作していきます。
　ごみピットは、日々、収集したごみ量の変動への対応
やごみ質を均質化するための撹拌作業をする上で、重
要な設備です。大きさは、施設の点検期間なども考慮し
て、7日分のごみを貯留できるよう、幅約29m、奥行き約
15m、深さ約12mで、現状の打越台環境センターと比べ
ると約8倍の容量です。
　ごみピットの掘削工事は、5月から9月頃を予定して
おり、ごみピットの掘削工事や基礎工事などから発生
する残土は、出来る限り現場内に仮置きをするほか、他
の公共工事で利用する予定です。
　残土を場外に搬出する場合は、ダンプトラックの安
全運転を徹底します。工事期間中、ご迷惑をお掛けする
とは思いますが、ご理解とご協力をよろしくお願いし
ます。

　“環境の森センター・きづがわ”の早期稼働に向けて、地元の皆さんをはじめ市民の皆さん、一人ひとりのご理解と
ご協力をよろしくお願いします。

クリーンセンター建設推進室（まち美化推進課内）�☎ 75-1226�Fax72-3900 � clean-center@city.kizugawa.lg.jp

〈現場の状況〉

広報           2016.617
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募集墓地
１．名　称� 木津川市市営墓地「思いでの丘霊園」一般墓地
２．所在地� 木津川市城山台九丁目３番地ほか
３．募集区画数� 437区画（1区画1.44㎡ (1.2m×1.2m））
４．使用料� 360,000円
５．管理料� 5,000円（年額）
６．使用開始� 平成28年8月1日(月)以降
申込受付
■時6月1日（水）～22日（水）
　午前8時30分～午後5時15分※閉庁日除く
■所庁舎１階「住民活動スペース」
　6月1日（水）～10日（金）
　庁舎2階まち美化推進課
　6月13日（月）～22日（水）
　※郵送可6月22日消印有効（E-mail、fax不可）

使用資格
１.��本市の住民基本台帳に1年以上（平成27年7月31日
以前から）継続して記録されていること。

２.��同一世帯内に本市の市税を滞納している者がいな
いこと。

３.��同一世帯内に一般墓地の使用者がいないこと。※同
一世帯内で１名のみ申込可

公開抽選
　当選・補欠・区画番号を公開抽選により決定します。
（参加自由）
■時7月3日（日）午前10時から
■所加茂文化センター「あじさいホール」
※�抽選結果は、市ホームページに掲載する他、文書で通
知します。

P14_テキストオーバー

リユース（再利用）のコーナー
「もったいない」でごみ出さない

リサイクル研修ステーション 午前8時30分〜午後5時☎75-2140  Fax75-2141
［6月の休館日：６・13・20・27日］

有効利用のぞうり作り講習会　～捨てる前に一工夫～
　古くなったシーツや、ゆかた、スカートなどを利用して、履き心地のよいぞう
りを作り、活用しませんか。作業台を使って楽な姿勢で作れます。
■時7月27日（水）午前10時～午後0時30分
■所市役所1階「住民活動スペース」
■対市内にお住い、お勤めの方
■持 �生地（�木綿地を7cm巾に裂くか切って、長さ1.5～2m程度にし、裂き目が中に入

るように4つ折りにしたものを、10～15個程度。ゆかた、シーツ1枚で2足程度作ることができます。）
定規、はさみ、裁縫道具、かぎ針（家に有る方）、鼻緒布1足分（作り方は別途はがきにてお伝えします。）

■申 �6月10日から電話でリサイクル研修ステーションへ。
■主 �エコリーダー「くるっと」（木津川市廃棄物減量等推進員の会）

ダイニングセット、木津小体操服、チャイルドシート、木津高セーター（Ｌ・LL）、番傘、太鼓、
ソファ、ラジカセ、ケージ（猫）、自転車（18～26インチ・電動）、ストライダー、貯金箱（大）、ＰＣラック（木製）、
棚（収納・スチール）、ベビーゲート（扉式）、洋服ダンス（高184×横83）、光が丘幼制服（男子）、スリッパ、鉄瓶、
おもちゃ、はんだごて、ドラムセット、テーブル（小）、椅子（肘掛付・キャスターなし）、ホットプレート、キッチ
ンタイマー、掃除機、本棚、ベッド（折畳み式）、植木鉢（陶器）、車止めブロック、デスクライト、チュニック

�持ち込み品の基準���①人形、ぬいぐるみ、下着類、本（絵本のみ可）はお断りします。②分別（衣類・食器・小物）してお持ち込みください。③衣類は洗濯したものを、きれいにたたんで持ち込んでください。

ゆずってください

エコリーダー　くるっと教室

木津川市市営墓地「思いでの丘霊園」一般墓地の公募
　この夏、開設予定の「思いでの丘霊園」一般墓地区画の公募をおこないます。
　また、合葬墓地は、8月から随時募集します。
　公募要項・申込書は、まち美化推進課、加茂・山城支所、西部出張所、中央・加茂・山城図書館で配布しています。
※�一般墓地は区画数が限られています。一旦全区画の使用者が決定すると、返還などにより空きが生じるまで、
次回の公募はおこないません。ご希望の方は必ずお申込みください。

■定10人��先着
■￥ひとり350円

洋服ダンス

（5月15日現在）
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環

境

木津北地区保全推進室（都市計画課内）　☎75-1222

さとやま通信は、平成24年5月の創刊から今月号で50号を迎えました。
この間に市の人口が約3,000人増加したことから、学研木津北地区の位置づけを再度お知らせします。

木津北地区とは？
　住宅地開発を進めるためUR都市機構が取得して耕作が停止された鹿背
山の里山は、薪炭林としての活用がなされなくなったこととあいまって、
人の手が入らなくなり、竹林は繁茂し、森は倒木や枯れ木で人が歩けなく
なり荒廃していきました。
　平成15年にはUR都市機構による宅地開発が中止されたことから、多様
な活動団体による里山再生プロジェクトがスタートしました。
　このプロジェクトは市が引き継いだ後も継続され、現在では明るく気持
ちのいい散策路や広場に生まれ変わりつつあります。
　里山は使われてこそ意味があり、そもそも保全するとの考えは馴染みづ
らいものです。
　里山の恵みから縁遠い生活をおくる現代人が、どのように再生しうるの
か、この基本的な課題に対応し、かつてのように、活用することで守られて
きた鹿背山の里山を取り戻すための挑戦を、さとやま通信でお届けします。

みもろつく鹿背山里山学校開校
　4月24日「みもろつく鹿背山里山学校」が開校しました。
　近くに里山があるのに、里山で遊びをすることがなくなったこの時代、
子どもたちに改めて身近な地域の里山に興味を持ってもらい、再生・保全
のきっかけとなって欲しい。
　そんな願いから始まった里山学校。
　一年間で12回のプログラムをとおして、里山作業や収穫体験から里山
活動を学びます。
　今年度の参加者は、22人の小学生と18人の保護者の40人が入学。
　第1回は、開校式に続き、鹿背山の里地里山の講義を受けた後、NPO法人
京都発・竹・流域環境ネット鹿背山地区の活動地で竹の子掘りを体験しま
した。
　講義では、鹿背山の里山に生息する植物やクワガタの捕り方に子どもた
ちは興味津々。
　体験では、はじめて竹の子収穫に大興奮。春の里山を満喫していました。
　快晴に恵まれたこともあり、参加者は早くも次回の活動が待ち遠しいよ
うでした。

放置され篠竹が繁茂していた里山も

刈り取り斜面に光を入れることで、

植物が目覚めます。

～「学研木津北地区」というのは鹿背山の里山のこと
　　里山活動を楽しみながら、里山再生に取り組んでいます～
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市内で頑張る農家や事業者を応援します！
　木津川市ブランドの確立と市内産業の振興を図ることを目的に、新たな補助事業を創設しました。

木津川市ブランド推進事業
木津川市産業競争力強化支援事業

認証取得事業 認証更新事業 展示会等出展事業

概 要

「木津川市」産を明記した鮮度保持袋な
どの作成および購入を支援します。

市内産業の競争力の強化に資すると認
められる認証の取得または更新を支援
します。

国内外の展示会、見
本市、商談会などへ
の参加を支援します

（販売を主目的とし
ないものに限る）。

対 象

年間出荷量が10万袋（束）を超え、次の
いずれかに該当する方。
① 市内に居住する農業者
②  2戸以上の市内に居住する農業者が

組織する団体（※1）
※ 京のブランド産品の認証を受けた商

品は、数量を問いません。

次のいずれかに該当する者。
① 市内に事業所を有する企業もしくは個人事業者
② 市内に事業所を有する2者以上で構成された団体など（※1）

対 象 経 費

「木津川市」産であることが明記され、小
売店などの店頭で陳列される次の物品
の作成および購入に必要な経費（※2）
① 鮮度保持袋
② ビニールタイ

・登録審査料
・コンサルティング料　など
※ 事業対象となる認証制度は、ISOや

HACCPな ど の 国 際 規 格 を は じ め、
JAS、GAP、エコファーマー、ハラール
認証などが対象になります。詳しくは、
申請前にお問合せください。

・出展料
・展示装飾料
・展示品輸送費
・1名分の宿泊旅費
・ 通訳、翻訳費

など

金 額

補助対象経費のうち、2分の1以内、50
万円まで。

補助対象経費のう
ち、2分の1以内、50
万円（25万円）（※3）
まで。

補助対象経費のう
ち、2分の1以内、20
万円（10万円）（※3）
まで。

補助対象経費のう
ち、3分の2以内、50
万円（25万円）（※3）
まで。

期 間 平成28年度　第1回目公募期間　6月1日（水）～9月30日（金）（※4）

注 意 点

（※1） 代表者、構成員および決算方法の定めのある団体に限ります。また、木津川市ブランド推進事業
は、農産物の生産および出荷を主な目的とする団体に限ります。

（※2） 「木津川市」の表示が著しく小さい物など、一部例外があります。また、年間出荷量が10万袋（束）に満
たない物は、京のブランド産品の認証を受けた商品に要した経費に限ります。

（※3）市外に主たる事務所を置く事業者は（　　）内の上限額を適用します。
（※4） 平成28年度第1回目の公募に限り、4月1日から7月31日までに着手・完了した費用も、補助の対

象とします。また、募集期間に、予算の範囲を超える申請があった場合は、予算の範囲内で按分
により補助金額を確定することがあります。

海外展開一貫支援ファストパス制度に参画しています
　市は、経済産業省や外務省など570を超える機関が
参画する海外展開一貫支援ファストパス制度に紹介
元支援機関として参画しています。

農政課　☎75-1220

木津川市農業委員会の委員・
農地利用最適化推進委員を募集します
　詳しくは、市ホームページをご覧いただくか農政課
へお問合せください。

農業委員 農地利用最適化推進委員

定　　数
19人

（地域の区分は
ありません。）

木津地域　6人
加茂地域　8人
山城地域　5人

報　　酬 年額168,000円 年額134,000円
任　　期 10月1日〜平成31年9月30日
募集期間 6月1日〜30日

 事業説明会開催 
事業の詳しい内容、申請方法などの説明会を開催します。
■時6月15日（水）午後3時〜
■所庁舎4階「会議室4-3」
■他事前の申込は不要ですので、直接お越しください。
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A Little on Diversityダイバーシティ（多様性）～少し真剣な英語の流行語～

Diversity多样性

近年「ダイバーシティ（diversity）」という言葉
は流行語と呼べるほどアメリカのメディアやビ
ジネスシーンに頻出しています。「ダイバーシテ
ィ」という言葉は日本語にすると「多様性」であ
り、特に「人の多様性」を指すことが多いです。人
はそれぞれ相違点を持っており、例えば、性別や
人種といった生まれつきのものや、生活や仕事の
経験、価値観といった後天的なものもあります。
ダイバーシティというのは、それらの違いを認
め、受け入れ、尊重することです。

アメリカでは、創造性と全面的なサービスを目
指し、男女の均等採用に取り組み、人種や民族な
どのマイノリティ（少数者）を受け入れ、多様性を
活かそうとしている企業が多く、日本でも同じく
ダイバーシティに力を入れている企業が増えて
きています。ダイバーシティを高めることによ
り、グループの視点が広まり、見えなかった問題
点や新たなニーズを認識し、対応できるようにな
ります。

私は日本に来てからたくさんの方に出会い、
「十人十色」という日本語のことわざのように、そ
れぞれの違いを持っている友達ができました。そ
のおかげで新しい発見のある毎日を楽しく過ご
しています。木津川市も住人十色！

Diversity, specifically diversity of people, has 
been a buzzword in American media and the 
business scene these years. Diversity, to put it 
simply, is the state of having different forms and 
types. There are things that make us all different. 
Some of them inherent, such as gender, race, and 
ethnicity; some can be acquired, such as values, 
life and work experience. To embrace diversity is 
to accept, respect, and include these differences.

In business,  diversi ty  can br ing more 
perspectives, tackle problems unseen, and 
address new needs. In the US, many employers 
have been emphasizing diversity in the workforce 
to promote creativity and a more comprehensive 
point of view. Equal opportunity for men and 
women, increasing visibility of racial, ethnic, and 
other minorities, are some ways that employers 
have implemented for diversity. More companies 
in Japan are taking similar steps. 

There is a Japanese idiom on diversity, 十人十
色( junintoiro), usually translated as “so many 
men so many minds.” After coming to Japan, just 
like the idiom, I got to know people with diverse 
backgrounds and personalities. Because of 
diversity, every day is a full with excitement and 
fun to me. Kizuga-ONE LOVE !

多样性（diversity）这几年在美国媒体与商界
是个几乎可以说是流行语的常见词汇。简单的说，
diversity指的就是每个人不同。人们的不同之处有
些是如性别、人种等先天的不同，有些是如人生与
工作经验、价值观等后天的不同。而多样性是尊重、
接受、包容这些不同。

在商界，多样性可以带来更广阔的视野，看见新
问题，并应付新需求。在美国，许多企业雇主开始重
视推广多样性，以提高创造力，发展更完善的观点。
方法包括，性别平等雇用，增加少数人种及民族等
少数族群。许多日本的企业主也开始类似的方案。

如日本谚语“十人十色”所说的，每个人都有不
同。来到日本后，我遇见许多人也结交到许多不同
背景与爱好的朋友。因为不同，每天都有有趣的新
发现。

ブライアンのランゲージ・コーナー
第10回
今回はアメリカの若者がよく使

う流行語を2つ紹介したいと思いま
す。まずは去年から流行り出した「basic」と
いう言葉です。元の意味は「ベーシック」、つ
まり「基礎の」ですが、スラングの意味では、
日本語の「ミーハー」と同じく「流行りもの好
き」という意味となります。

も う1つ は「bae（ ベ ー）」 と い う「before 
anyone else （誰よりも大切）」の略語です。
基本的に「baby（ベイビー）」や「honey（ハ
ニー）」と同じく、恋人や親しい友達を呼ぶ言
葉です。使ってみてくださいね。

アメリカの若者の流行語

マンスＬＥＥ・ＢＲＩＡＮ
リ ー ・ ブ ラ イ ア ン第2代国際交流員コラム

プロフィール　BRIAN LEE（リー・ブライアン）
26歳　アメリカ（ロサンゼルス）出身
言語：英語、中国語、日本語、台湾（福建）語
趣味：音楽、ホラーゲーム、バレーボール ダイバーシティブライアンズ
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4月29日、加茂駅東公園
で、市内の中高生や音楽
グループが参加し、迫力
ある演奏を披露しました。

今年で、17回目となるこ
のフェスタは、地元の中高
生や卒業生、住民グループで構成された実行委員会が開
催し、13団体約400人が出演しました。訪れた人は、多彩
な楽曲が提供されるステージに、聞き入っていました。

人権擁護委員は、人権の相談を受けるとともに、街
頭啓発などを通じて人権の大切さへの理解を深めて
もらうための活動をおこなっています。市でも毎月相
談所を開設しています。

日時は、33ページの各種相談でお知らせします。
人権擁護委員（敬称略）

木津地区：中西喜和美・中下和男・尾㟢廣子・駒好修
山城地区：藤本美代子・井上総・松井良善
加茂地区：森好美・岡本かをる・三浦孝啓・小西彰

3月20日〜21日に、兵
庫県の伊丹市で第11回全
国高等学校なぎなた選抜
大会が実施され、南陽高校
3年生の早川克利さん（大
会当時：2年生）が男子個人
の部でみごと優勝されました。おめでとうございます。

春の叙勲で、次の方が受賞されました。おめでとう
ございます。（敬称略）
瑞双　警察功労賞
　元警視正　伊吹 晃
瑞双　通産行政事務功労賞
　元近畿通商産業局資源エネルギー部次長　清水 達雄
瑞双　財務行政事務功労賞
 元近畿財務局総務部次長　松村 高嘉
瑞小　地方自治功労賞
 元京都府議会事務局長　安井 恒夫

社会福祉法人いづみ福祉会様からグランドピアノ
を寄附していただきました。教育振興に活用させて
いただきます。

また、次の方からふるさと応援寄附金をいただき
ました。広くまちづくりに活用させていただきます。

〔活用コース名：市長にお任せ〕
下川 有三 様（東京都足立区在住）
　寄附金：10,000円（4月7日）
下川 加代子 様（東京都足立区在住）
　寄附金：10,000円（4月7日）

4月18日、今 昔 物 語 集
の「蟹の恩返し」で有名な
蟹満寺で、伝統行事の「蟹
供養放生会」がおこなわ
れました。訪れた大勢の
方は、琴や尺八を楽しん
だ後、縁起に因み、生命の尊さに感謝しつつ、自らの
手で沢蟹を放生されました。

4月19日、市役所で電気
自動車（EV）の納車式をお
こないました。

日産自動車㈱による、
EV活用事例創発事業の一
環で、今年度から3年間、
無償貸与され市の公用車として、EVを利用します。
EVの公用車への導入は、市で初めての取り組みです。

CO₂を排出しないEVを通常業務やイベントなどで活
用することで、環境に配慮したまちづくりを目指します。

加茂野外音楽フェスタ2016

6月1日は人権擁護委員の日です

日本一に輝きました

おめでとうございます

寄附ありがとうございました

蟹満寺の伝統行事

電気自動車を活用します

納税のお知らせ

☆便利な口座振替をご利用ください☆
■問税務課　☎75-1203

市民税・府民税・・・・第1期・・・・
国民健康保険税・・・・第1期・・・・

納期限は6月30日（木）
納期限は6月30日（木）

町内会・自治会に加入しましょう
　自治会は、地域の皆さんがお互いに支えあい、
協力して、防災・防犯をはじめ様々な地域コミュ
ニティの形成に取り組んでいます。住みやすい
街をつくるために、自治会へ加入し、積極的にま
ちづくりに参加しましょう。

エアコンクリーニング
カビや菌をシャットアウト

ご相談だけでも大歓迎
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地域長・副地域長の皆さんには、地元地域と市との
連絡調整や、地域振興に関する市からの依頼・伝達、
地域の安定・発展と市行政との効率的な連携などを
担っていただいています。（敬称略、順不同）

地域長・副地域長を紹介します

平成28年4月1日現在
行政地域名 役　　職 氏　　　　　名

木 津 町 地 域 長 松　田　利　男
副地域長 太井子　宏　和

木 津 地 域 長 木　下　勝　弘
副地域長 炭　谷　育　夫

本 町 西 地 域 長 山　田　啓一朗
副地域長 臼　谷　博　一

本 町 東
地 域 長 壹　岐　茂　美
副地域長 大 多　隆　紀

下 川 原 地 域 長 久　保　三左男
副地域長 石　田　正　明

宮 ノ 裏 地 域 長 石　橋　和　夫
副地域長 河　井　達　也

木 津 東 部 地 域 長 水　本　啓　一
副地域長 北　吉　　　弘

市 坂 地 域 長 駒　　　好　修
副地域長 柿　本　博　史

相 楽 南 地 域 長 富　井　政　博
副地域長 河　村　和　年

北 之 庄 地 域 長 吉　村　　　隆
副地域長 今　井　義　嗣

吐 師 地 域 長 吉　元　弘　志
副地域長 武　田　義　明

兜 台 地 域 長 西　内　　　剛
副地域長 林　　　英　雄

相 楽 台 地 域 長 中　岡　暉　
副地域長 大　野　八　郎

東木津川台 地 域 長 岡　本　 　三
副地域長 塚　﨑　博　通

西木津川台 地 域 長 幸　谷　光　雄
副地域長 桑　江　常　孝

州 見 台 地 域 長 関　河　眞　克
副地域長 大　川　三　葊

梅 美 台 地 域 長 大　竹　善　夫
副地域長 立　花　弘　志

城 山 台 地 域 長 井　上　道　治
副地域長 高　瀬　千　尋

里 二 本 松
地 域 長 山　本　勝　治
副地域長 八ツ元　　　昭
副地域長 桑波田　　　茂

加 茂 西 部

地 域 長 松　本　智　之
副地域長 中　岡　正　敏
副地域長 梅　田　　　薫
副地域長 吉　岡　信　幸

新 町

地 域 長 織　田　廣　由
副地域長 須　磨　　　
副地域長 東　　　裕　子
副地域長 塚　本　　　勲

船 屋

地 域 長 川　越　　　徹
副地域長 乾　　　博　司
副地域長 中　野　勉　次
副地域長 川　口　　　傑
副地域長 北　　　　　洋

行政地域名 役　職 氏　　　　　名

加 茂 駅 東

地 域 長 辻　本　清　隆
副地域長 今　 　信　義
副地域長 辻　原　俊　夫
副地域長 北　　　宗　郎

加 茂 東 部 地 域 長 井　上　義　文
副地域長 福　井　　　智

瓶 原 地 域 長 石　丸　捷　隆
副地域長 黒　田　光　尚

当 尾

地 域 長 前　田　義　之
副地域長 奥　本　博　文
副地域長 浦　辻　克　暢
副地域長 川　嶋　雅　輝
副地域長 岩　田　義　彦
副地域長 福　西　俊　幸
副地域長 木　戸　政　昭
副地域長 植　田　昌　宏
副地域長 大　西　　　満
副地域長 松　本　吉　史
副地域長 木ノ本　茂　實
副地域長 福　田　吉　峰
副地域長 奥　村　博　一

南 加 茂 台

地 域 長 川　添　倫　男
副地域長 佐々木　　　茂
副地域長 宮　脇　登　美
副地域長 鶴　　　誠　司
副地域長 金　子　治　夫
副地域長 鈴　木　邦　明
副地域長 佐々木　重　規
副地域長 西　原　成　典
副地域長 小　南　勝三郎
副地域長 赤　羽　俊　夫
副地域長 辻　　　敏　弘
副地域長 奥　岡　勝　則
副地域長 平　畠　真　一
副地域長 吉　富　幸　重
副地域長 奥　　　拓　也
副地域長 大　脇　光　雄

綺 田 地 域 長 木　村　　　剛
副地域長 大　田　洋　治

北 平 尾
地 域 長 冨　岡　敬　之
副地域長 中　野　昌　幸
副地域長 中　谷　充　克

南 平 尾

地 域 長 影　矢　利　美
副地域長 竹　村　義　清
副地域長 辻　　　明　道
副地域長 辻　　　俊　宏
副地域長 村　田　　　陽

高 麗

地 域 長 木　村　善　之
副地域長 小　西　康　雄
副地域長 長谷川　爲　治
副地域長 曽　我　末江子

上 狛 北 部

地 域 長 川　井　嘉　康
副地域長 植　村　武　司
副地域長 青　谷　 　利
副地域長 福　田　葊　由
副地域長 福　井　博　一

上 狛 南 部

地 域 長 藤　本　　　進
副地域長 中　岸　克　己
副地域長 辰　巳　　　正
副地域長 七　条　孝　之
副地域長 森　　　一　二
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○イベント記事については、税込表示となっています。
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教室・イベント情報などを案内しています。
アスピアやましろ
URL：http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/aspia/
山城プール
URL：http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/yasuragi-town/

映画上映会「たのシネマ」 無料
『国際市場で逢いましょう』（韓国・2014年作品・吹替版）
　釜山の国際市場を舞台に、激動の時代を家族のために生き
抜いた男のドラマです。
■時6月18日（土）①午前10時30分〜②午後2時〜
　※開場15分前
■所アスピアやましろ「視聴覚・研修室」
■定各50人（市内にお住まいの方のみ） 着先
■申電話で事務局(☎73-6888)へ。

■時6月9日・16日(木)午前9時〜正午
■所不動川公園「多目的広場」
■￥200円
■申当日、午前8時45分から不動川公園（現地）にて。
　※雨天中止
■持クラブ、ボール
■他7月は、7日・21日(木)におこなう予定です。

６月のグラウンドゴルフDAY

公益財団法人 木津川市緑と文化・スポーツ振興事業団

文化・スポーツ交流教室
　見学・体験随時受付中！気軽に問い合わせてください。
◆バレエ
■所西部交流会館
■時毎週水曜日
　チャイルド(3〜5歳) 午後3時30分〜4時15分
　ジュニアⅠ（小学1〜3年生） 午後4時20分〜5時20分
　ジュニアⅡ（小学4〜6年生） 午後5時25分〜6時25分
　成人Ⅱ（経験者） 午後6時30分〜7時50分
　成人Ⅰ（初心者） 午後7時50分〜9時10分
■￥チャイルド〜ジュニア5,000円、成人6,000円

◆フットサル
■時木曜日（月3回）
■所上狛駅東公園
　チャイルド（3〜5歳） 午後4時30分〜5時30分
　ジュニアⅠ（小学1〜3年生） 午後4時30分〜5時30分
　ジュニアⅡ（小学4〜6年生） 午後5時30分〜7時
■￥3,600円

☎73-6888　Fax 73-6878

ホールで弾こう！ピアノ演奏体験

山城プール無料開放＆教室参加者募集

市原悦子「朗読とお話の世界」開催

フラダンス教室開催 　グランドピアノ「スタインウェイ」を弾いてみませんか。
ホールでコンサート気分を味わえます！
■時 6月15日（水）・26日（日）、7月6・13日（水）・16日（土）・20日（水）
　午前10時〜午後5時の間で1時間1枠
※1申請者につき、1日連続2時間まで利用可能
■￥市内にお住まい・お勤めの方 無料
　（ただし1時間あたり冷房費1,000円別途必要）
　市外の方 2,000円/時（冷房費含む）
■持市内にお住まい又はお勤めしていることがわかる証明書
■申  電話または直接アスピアやましろへ。 着先

　山城プールの無料開放は7月18日（月・祝）です。ぜひお越
しください。
　また、3歳〜小学生対象の夏期短期水泳教室の一次募集

（木津川市民対象）を7月1日〜10日におこないます。詳し
くは山城プールホームページか、山城プール又はアスピア
やましろにある案内チラシでご確認ください。

　女優・市原悦子さんをお招きし、童話集などの朗読、トー
クショーなどをおこなうスペシャル公演企画を開催しま
す。ぜひお越しください。
■時7月17日（日）午後2時〜3時30分
■￥3,500円※未就学児の入場はご遠慮ください。
■所「グリーンホール」
　チケットはアスピアやましろで販売中（電話予約可）。加
茂文化センターでも購入可能（要予約）。

　癒しのハワイアンミュージックに乗せて、フラダンスを
楽しみましょう。
■時第1・3水曜日（月2回）
　キッズクラス　　午後6時〜6時45分
　大人午前クラス　午前10時〜11時30分
　大人夜間クラス　午後7時〜8時30分
■￥  キッズクラス1,500円／月
　（ごきょうだいでご参加の場合、3人目より無料）
　大人クラス　2,500円／月

○イベント記事については、税込表示となっています。
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URL：http://www.nem-shiteikanri.jp/shisetsu/ajisai/
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ホールで弾こう！ピアノ演奏体験夏のこどもふれあい会

文化・スポーツ交流教室受講生募集！

　グランドピアノ「ベーゼンドルファー」を弾いてみません
か。コンサート気分を味わえます！
■時 6月23・30日、7月7・14日（木）・16日（土）・17日（日）・21日（木）
　午前10時〜午後5時の間で1時間1枠
　※1申請者につき、1日連続2時間まで利用可能
■￥市内にお住まい又はお勤めの方 無料
　（ただし1時間あたり冷房費1,000円別途必要）
　市外の方  2,000円／時（冷房費含む）
■持市内にお住まいまたはお勤めがわかる証明書
■申 電話または直接加茂文化センターへ。 着先

Myふうりん作り&人形劇
　人形劇を鑑賞した後、オリジナル風鈴を作りましょう。
■時7月28日（木）午後1時30分〜3時（予定）
■所「多目的ホ−ル」
■対 市内在住の3歳〜小学6年生（小学2年生以下は保護者同伴）
■持空のペットボトル（350ml又は500ml）
■￥無料（ただし、材料費300円必要）
■申  6月10日（金）午前9時から、いずみホールで受付開始。（電

話受付は午後1時〜）※6月12日午後5時の時点で申し込
み多数の場合抽選とさせて頂きますのでご了承ください。

　キッズダンスの中学生以上のクラスができました。ぜひ
始めてみませんか。まずはご見学・体験をお勧めします。
キッズダンス　水曜日（月3回）
中学生以上　午後7時15分〜8時15分
※ 見学・体験は随時受付中。詳しくはいずみホールへお問合

わせください。

ミュージカル「赤毛のアン～みどりやねの朝～」2016文化振興支援事業～あなたの芸術文化活動を支援します！～
　不朽の名作「赤毛のアン」の演劇公演をおこないます。親子
で楽しめる夢いっぱいの素敵な内容です。ぜひお越しくださ
い。鑑賞後に、出演者との記念撮影会もあります。
■時7月2日（土）午後2時〜4時
■￥2,500円（大人）、1,500円（中学生以下）
■所「あじさいホール」

チケットは加茂文化センターで販売中（電話予約可）。ア
スピアやましろでも購入可能（要予約）。

■問 京都府営水道事務所「広域浄化センター」
　☎24-1521

 水のこと、もっと知ってみませんか？

京都府営水道 浄水場施設公開

　音楽・演劇・舞踊・絵画・創作など発表会や展示会をしてみ
ませんか。
■所ホールおよび各施設など
■対芸術活動をされている市内にお住まいの個人または団体
■申  応募用紙（いずみホール・西部交流会館にあります。）に

記入し、受付時間（午前9時〜午後5時）内にご応募くださ
い。（審査のうえ結果をご連絡します。）

■他  詳しくは、窓口設置の要項をご覧頂くか、お問い合わせく
ださい。

6月4日（土）

宇治浄水場
午前10時〜午後4時（雨天決行）
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中央図書館

加茂図書館

山城図書館

☎ 72-2980

☎ 76-6466

☎ 86-5001

6月

7月

山城図書館のみ開館日
全館休館日

山城図書館のみ閉館日
山城行政サービスコーナーも閉庁

1 2 3 4
 5 6 7 8 9 10 11
 12 13 14 15 16 17 18
 19 20 21 22 23 24 25
 26 27 28 29 30 1 2
 3 4 5 6 7 8 9

加茂図書館のみ閉館日
中央図書館のみ閉館日
移動図書館「いずみ号」も運休

新しくはいった本 （中央図書館）

■おかんとおとん 平田景 え　平田昌広　ぶん
　「なあ、おとん。なんでおかんと結婚したん？」「なん
でって、そりゃあ−」子どもの素朴な疑問へのユーモラ
スな答えとは。愛情いっぱいの家族を、関西弁の会話で
元気に綴る絵本。

■顔がわかるさかな図鑑 知来要　著
　カワヨシノボリ、ヤマトイワナ、メダカ…。衝撃的な
可愛らしさに癒される淡水魚の顔に注目した図鑑。さ
かなを正面から捉えた写真などで、彼らがどんな顔を
してどんな表情をしているのかを紹介します。

土曜シアター
◆『とべないホタル　ピピ』

ホリデーシアター
◆『ふるさと再生～日本の昔ばなし～浦島太郎ほか』

おはなし会（おはなしポケット）

おはなし会（朗読サークル「こだま」）
◆絵本・紙芝居のよみきかせ

◆おはなし会

おはなし会

■時6月19日（日）
　午後2時〜3時10分
　（開場：午後1時45分）
■所2階「視聴覚室」

■時6月19日、7月3日（日）
　午前10時30分〜11時

■時6月25日、7月2日（土）
　午前10時30分〜正午

■時6月18日（土）
　午前11時〜11時30分

■時6月12日（日）　午前11時〜
　「おとうさん」のおはなし
　6月26日（日）　午前11時〜
　「かさ」のおはなし

※ シアターは、開始後15分経ってご参
加の方がおられない場合には、上映
を中止します。ご了承ください。

加茂図書館

山城図書館

中央図書館
一般書

児童書

■時6月11日（土）
　午後2時〜3時30分
　（開場：午後1時45分）

臨時休館のお知らせ

雑誌のリサイクル

本とあそぼう！

中央図書館駐車場の補修工事のお知らせ

　蔵書点検のため、図書館は次の期間臨時休館します。ご不便をおか
けしますが、ご理解とご協力をお願いします。
中央図書館 7月5日（火）〜7月9日（土）
 ※移動図書館「いずみ号」も運休します。
加茂図書館 6月7日（火）〜6月11日（土）
山城図書館 6月14日（火）〜6月18日（土）
 ※ 山城行政サービスコーナー（山城図書館内）の証明

書発行業務も取扱いできません。ご了承ください。

　加茂図書館所蔵の保存年数の過ぎた雑誌を無料で提供します。
　各自持ち帰り用の袋をご持参ください。
■時6月18日（土）午前10時から
■所加茂図書館
※ 在庫がなくなりしだい終了します。今年から付録などの提供はありません。

　全国訪問おはなし隊がやってくる
■時6月12日（日）午前10時〜11時（開場　午前9時30分）
■所加茂図書館正面駐車場
※申込みは不要です。

　7月4日（月）〜7月19日（火）の期間、中央図書館駐車場の補修工事
をおこないます。ご迷惑をおかけしますが、この期間のお車でのご来
館はお控えください。なお、7月10日（日）、16日（土）、17日（日）は木
津小学校駐車場を利用してください。

そうび展
　木津川市・相楽郡在住の美術・造
形作家の方々による作品展です。ぜ
ひお越しください。
と　き 6月28日（火）〜7月3日（日）
 午前10時から　最終日は午後4時まで
ところ 中央図書館2階「展示ホール」

6月は
臨時休館があります！
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け　い　は　ん　な　プ　ラ　ザ
けいはんなプラザ・プチコンサート

京大農場オープン
生産物販売のお知らせ

けいはんなフィルハーモニー管弦楽団演奏会

第18回 東京03単独公演
「明日の風に吹かれないで」

け　い　は　ん　な　記　念　公　園
◆水景園のホタル鑑賞会
■時6月12日までの金・土・日・月
　午後7時〜9時30分
■所水景園
■￥一般400円、小・中学生200円
◆ アウトドア健康サークル
■時6月9日(木)午前10時〜11時
■所芝生広場
■￥一般1,000円、会員800円

◆ ホタル鑑賞会併設　天体観測
■時6月12日(日)午後7時〜9時30分
■所水景園屋上棚田
■￥ホタル鑑賞会費

◆花いっぱい大作戦の会 無料
■時6月18日(土)午前10時〜正午
■所芝生広場

◆紫陽花コンサート
■時6月19日（日）午後2時〜3時
■所水景園　観月楼　地階
■￥庭園入園料
◆花あそび　七夕の節句のしつらえ
■時 6月25日(土)午後1時30分〜3時30分
■所水景園　観月楼　研修室
■￥2,000円
■他3日前までに要予約

けいはんな記念公園管理事務所（☎93-1200）　URL　http://keihanna-park.net/
通常の開園時間：午前9時〜午後5時　通常の庭園入園料：一般200円、小中学生100円（60歳以上は年齢証明の提示で無料）

■申・■問
参 考

6月22日（水）　クラシック音楽の調べ
■曲トスティ／理想の人
　デュパルク／フィディレ
■出  福本 彩夏（ソプラノ）、田中 由衣 （メゾソプラ

ノ）、井本 絢子（ピアノ）
6月29日（水）　私たちの好きな作曲家たち
■曲  クララ・シューマン／ヴァイオリンとピアノ

のための3つのロマンス 作品22
　 セルゲイ・プロコフィエフ／ヴァイオリンと

ピアノのための5つのメロディ 作品35a
■出 三輪 めぐみ（ヴァイオリン）、市川 未来（ピアノ）
7月6日（水）　ヴォーカル＆ピアノコンサート～愛の調べ～
■曲  モーツァルト／オペラ「コジファントゥッテ」

より女も十五になったら
　リスト／愛の夢
■出山下 春菜（ソプラノ）、中川 千絵（ピアノ）

※6/8・6/15はお休みです。
■時午後0時15分〜0時45分
■所「アトリウム」
■問けいはんなプラザ・プチコンサート実行委員会
　☎95-6128

　植物苗をオープン記念価格の50円で販売
しています。ぜひお越しください。
■内  一年草（キンギョソウ、マリーゴールド、ペ

チュニア）、多年草（ランタナ）など
■所  京都大学大学院

農学研究科附属農場
（城山台4丁目）

■時  午前10時〜11時45分、
午後1時15分〜4時

（平日のみ）
■問  ☎94-6405（代表）

客演指揮： 関谷 弘志
■内  シューベルト／
　イタリア風序曲ニ長調 D.590
　 ヘンデル（ハーティ編曲）／
　「水上の音楽」
　 ブラームス／
　交響曲第2番ニ長調 Op.73
■時6月12日（日）午後2時〜（開場　午後1時30分〜）
■所「メインホール」
■￥ 大人1,000円、けいはんなプラザ友の会 700円、小学生500円
　※未就学児入場不可
■主・■問けいはんなフィルハーモニー管弦楽団
　URL:http://www.kpo.jp/　 info@kpo.jp

　第2回キングオブコント王者！
趣向を凝らしたコントで観客を引き
つける、3人の創り出す世界〈人間模
様〉。満足度満点間違いなしの絶品コ
ントをどうぞお楽しみください！
■時  7月23日(土)　午後6時〜
　（開場　午後5時30分〜）
■所「メインホール」
■￥全席指定・税込5,400円
　※未就学児入場不可
　※完売した場合、当日券の販売はありません。
　一般発売 6月25日(窓口・電話ともに午前10時〜）
　※けいはんなプラザ友の会プレミア会員
　　先行販売　6月6日(月) 〜24日（金）
チケット取扱い先
・(株)けいはんな（けいはんなプラザ3階）　☎95-5115
・SC TICKET　　URL:http://www.sound-c.co.jp/ticket/
・ローソンチケット（Lコード56075）　☎0570-084-005
・チケットぴあ（Pコード450-711）　☎0570-02-9999
・イープラス／ http://eplus.jp
■問サウンドクリエーター　☎06-6357-4400
　（株）けいはんな　☎95-5115

京大農場本館
P

城山台
　小学校

販売所保
育
園

全て
1鉢50円



け
い
は
ん
な
学
研
都
市
ス
ポ

ー
ツ
教
室 

小
学
生
ハ
ン
ド
ボ

ー
ル
教
室
参
加
者
募
集
！

　

国
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
女
子
チ
ー
ム

「
オ
ム
ロ
ン
ピ
ン
デ
ィ
ー
ズ
」の
現
役

選
手
と
一
緒
に
楽
し
く
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

■時
6
月
26
日（
日
）

午
前
10
時
～
午
後
0
時
30
分

（
受
付　

午
前
9
時
30
分
～
）

■所�

田
辺
中
央
体
育
館（
京
田
辺
市
田

辺
丸
山
19
）

■対�

京
田
辺
市・
木
津
川
市・
精
華
町
に

お
住
ま
い
、在
学
の
小
学
生

■定
80
人 

抽
選

　

※�

当
選
さ
れ
た
方
に
の
み
、参
加
証

（
は
が
き
）を
郵
送
し
ま
す
。

■持�

運
動
の
で
き
る
服
装
、屋
内
用
シ
ュ

ー
ズ
、の
み
も
の
、タ
オ
ル
な
ど

■申�

6
月
15
日
ま
で
に
、電
子
メ
ー
ル

で
、件
名
を「
小
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー

ル
教
室
希
望
」
と
し
、郵
便
番
号・

住
所
、氏
名（
ふ
り
が
な
）、性
別
、

小
学
校
名
、学
年
、ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

経
験（
チ
ー
ム
分
け
の
参
考
に
し

ま
す
の
で
、な
る
べ
く
詳
し
く
）、電

話
番
号
を
記
入
し�

�handball@
m
l.keihanna-plaza.co.jp

へ
。

■主�

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促

進
協
議
会

■協�

オ
ム
ロ
ン（
株
）　

京
阪
奈
イ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ

■問�

け
い
は
ん
な
学
研
都
市
活
性
化
促

進
協
議
会　
　

☎
95
‐
５
０
３
４

学
研
企
画
課　

☎
75
‐
1
2
0
1

　木津川市は京都サンガF.C.のホームタウンです。皆さん、スタジアムでサンガを応援しましょう！

〈京都サンガF.C.ホームゲーム情報〉

京都サンガＦ. Ｃ. ホームゲームへご招待

SANGAで学ぼう!木津川市は
　京都サンガF.C.のホームタウン！

 子育て世代の保護者の方へ　教えて！池上コーチ

vol.4

評価を気にしすぎることが不正をする心を生むかもしれません
最近、不正をした人が釈明に追われる様子をたび

たびテレビで見ます。「悪いことや、ズルをしてはいけ
ない」ということは誰でもわかっています。それにも
関わらず、なぜ不正が後を絶たないのでしょうか？
私が「サンガつながり隊」で小学校を訪れたとき、い

つも最後に「今日はどうでしたか？」と子どもたちに
尋ねます。すると、たいていは誰も感想を言いません。
続けて「どうして感想を言えないか教えてくれる？」
と聞くと、「間違うのがイヤだから」という理由を述べ
る子が大多数です。自分の感想を言うだけなのに、「間
違い」も何もありません。
ある学校では、私の問いかけに「全然楽しくなかっ
た！」と答えた子がいました。その子は担任の先生に叱
られたらしく、後になって泣きながら謝りに来ました。
昔と比べると、子どもたちは日頃から評価される

ことが多くなりました。受験やテストももちろんです

が、他の人と違ったことをすると批判されるのも、評
価の一種です。
先生に「そんなことを言ってはいけない」と叱られ

た子は、どうしても「みんなと同じようにしよう」とか
「表面上うまく取りつくろっておこう」と考えてしま
います。そして、やがては「バレなければOK」と不正を
するかもしれません。�
また、赤信号の交差点を渡る人がいます。もしその
時、子どもに「赤信号を渡ったらダメって先生が言っ
ていたよ」と言われたらどうしますか？「誰も見てい
ないから大丈夫」と答えますか？やはり、不正はいけ
ないと、大人が説明してあげてください。そして、もし
子どもが何か不正をしたときは、「どうしてそんなこ
とをしたの？」と聞いてあげましょう。そうすること
で、ちゃんと自分で考えて適切な行動をとるようにな
ると思います。

子どもは絶対に間違えるものです。大人として、理
解しながら、「どうしたらしなくなるだろう？」と毎回
一緒に考えることが大切です。また、大人側が子ども
を1人の人として認め、対等に話すことによって、子ど

もは成長していきます。いつまでも保護下におかず、
自分のことは自分でする習慣を身に着けさせるなど、
大人になっていくための方策をご家庭に取り入れる
のも良いかもしれません。

■時①7月10日（日）午後7時キックオフ vs�ザスパクサツ群馬
　②7月20日（水）午後7時キックオフ vs�カマタマーレ讃岐
■所 �西京極総合運動公園　陸上競技場兼球技場� �
（京都市右京区）

■定 �各試合10組20人（SB自由席）� �
※満席の場合はホーム自由席へご案内します。

■申 �6月24日（必着）までに往復ハガキで次へ。�
※ハガキ1枚につき、2人までご招待

　往信表面　�〒610-0102城陽市久世上大谷89-1� �
京都サンガF.C.「木津川市広報ご招待」係

　往信裏面　�住所、氏名、電話番号、観戦希望試合の対戦
チーム名（①②のいずれか1つ）

　返信表面　�郵便番号、住所、氏名
　返信裏面　�白紙のままお送りください。
　※�当選の発表は、入場券引換ハガキの発送をもって替
えさせていただきます。

京都サンガ F.C. ホームタウン推進課　☎︎ 55-7603

282016.6 広報



リコール情報をご存知ですか？消費生活センターから
のお知らせです！

消費生活の相談や苦情は、気軽に
　　　相楽消費生活センターへ！

☎︎72- 9955
相談は無料です。　秘密は厳守します。

※ 「消費者ホットライン」「188（いやや！）」番をご利用
ください。

�リコールを発表したメーカーと同じ製品が家に
あった。対象機種の型番などが書かれていたが、い
まひとつよく分からず確認ができない。どうしたら
よいだろうか。
�リコールとは、設計や製造段階の原因によって製品
に欠陥があることが発見された場合に、製造者・販売
者の判断や法令に基づいた命令で、無償点検修理・交
換・返金などの措置をおこなうことです。� �

Q

A

今回の場合、対象品の一覧表には載っていない型番だ
とわかりました。ただ長期間使用していない製品で
したので、メーカーにリコール情報を念の為再確認
し、経年劣化の注意点なども聞いておくほうが良いで
しょう。� �
リコール情報は新聞などで発表されるほか事業者
や消費者庁リコール情報サイトのホームページ
（http://www.recall.go.jp）などで確認することがで
きます。

ナニ？���キューキューGOGO！

掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

第
17
回
住
民
医
療
フ
ォ
ー
ラ
ム

■時�

６
月
23
日（
木
）�

�

午
後
３
時
～
５
時

■所�

京
都
山
城
総
合
医
療�

�

セ
ン
タ
ー
９
階「
会
議
室
」

■内
①�「
乳
癌
診
療
に
お
け
る
放
射
線
科
の

役
割
」

　

②�「
放
射
線
医
学
の
過
去
・
現
在
・
未
来
」

　

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
　

�「
京
都
府
南
部
中
核
病
院
に
お
け
る

放
射
線
科
の
役
割
」

　
　

�

司
会　

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
副
院
長　

石
原　

潔

■講
①�

京
都
府
立
医
科
大
学
放
射
線
医
学
教
室

　

後
藤 

眞
理
子　

先
生

　

②�

京
都
府
立
医
科
大
学
放
射
線
医
学
教
室

　

山
田 

惠　

先
生

看
護
師
再
就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー

■時�

６
月
30
日（
木
）　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

■所�

京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
９
階�

�

「
会
議
室
」

■内�

採
血
・
点
滴
留
置
の
知
識
と
技
術
、電

子
カ
ル
テ
の
見
方
、輸
液
ポ
ン
プ
の
使

用
方
法
と
そ
の
根
拠

■対�

看
護
師
・
助
産
師
の
免
許
が
あ
り
、現

在
働
い
て
お
ら
れ
な
い
方

■申�

６
月
28
日
ま
で
に
京
都
山
城
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー（
☎
72
‐
０
２
３
５
）へ
。

６
月
５
日
～
11
日　

危
険
物
安
全
週
間

平
成
28
年
度
危
険
物
安
全
週
間 

推
進
標
語

危
険
物 

決
め
ろ
無
事
故
の 

ス
ト
ラ
イ
ク

　

危
険
物
と
は
、一
般
的
に
次
の
よ
う
な
危

険
性
を
持
っ
た
物
品
の
こ
と
で
す
。

・
火
災
発
生
の
危
険
性
が
大
き
い　

・
火
災
拡
大
の
危
険
性
が
大
き
い

・
消
火
の
困
難
性
が
高
い

　

身
近
な
も
の
で
は
、ガ
ソ
リ
ン
、灯
油
、塗

料
、接
着
剤
、農
薬
、マ
ニ
キ
ュ
ア
や
除
光
液

な
ど
が
あ
り
ま
す
。危
険
物
の
取
扱
い
の
注

意
事
項
な
ど
を
、今
一
度
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

■問
相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部

　

☎
75
‐
１
３
８
１

　

URL

：�http://w
w
w
.so

urakuchubu119�
-�kyoto.jp

普
通
救
命
講
習
会
受
講
者
募
集

■時
７
月
10
日（
日
）午
前
９
時
～
正
午

■所�

相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防
本
部
３
階

■内�

心
肺
蘇
生
法
、異
物
除
去
法
、止
血
法

お
よ
び
自
動
体
外
式
除
細
動
器（
Ａ
Ｅ

Ｄ
）の
使
用
方
法
な
ど

■対�

木
津
川
市
、笠
置
町
、和
束
町
お
よ
び

南
山
城
村
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め
の

中
学
生
以
上
の
方

■定
30
人 

先
着

■申�

６
月
30
日
午
後
５
時
ま
で（
土
、日
、祝
日

は
除
く
）に
、相
楽
中
部
消
防
組
合
消
防

本
部（
☎
75
‐
１
３
８
２
）へ
。

介護付有料老人ホーム

介護体制時間常駐
6/1（水）～12（日）

個別見学相談会（要予約）
近鉄「高の原」駅まで送迎いたします。

相談しやすい法律事務所

近鉄奈良駅徒歩５分
駐車場完備・時間応相談

弁護士 〈奈良弁護士会所属〉

〈奈良弁護士会所属〉
奈良市登大路町 11－1 登大路プラッツ３階

各種訴訟経験豊富

松本　 浩志
板野　 陽一

☎ 0742-20-6686

弁護士

松本・板野法律事務所
初回相談30分無料

まずはお気軽に
ご相談ください

松本板野法律事務所 検 索

■時 �月～金（祝・休日、年末年始除く）� 午前9時～午後4時
■所 �木津上戸15　相楽会館1階　京都府木津総合庁舎東
隣（JR木津駅東出口から徒歩5分）

※�土・日・祝日（年末年始除く）は☎075-257-9002へ。
（電話のみ）

広報           2016.629



ス
ポ
ー
ツ

中
央
体
育
館
☎
73
‐
２
３
２
３（
社

会
教
育
課
社
会
体
育
係
）［
午
前
８

時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分 

休
館

日：
火
曜
日
］木
津
川
市
体
育
協
会

※ 

主
催
者（
木
津
川
市
体
育
協
会
）

で
ス
ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
に
加
入

し
ま
す
。

・ 

そ
の
ス
ポ
ー
ツ
に
適
し
た
服
装

で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

飲
み
物
、タ
オ
ル
を
準
備
す
る

な
ど
体
調
に
は
気
を
付
け
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

第
10
回
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
大
会

■時
７
月
16
日（
土
）午
前
９
時
受
付

　
【
雨
天
の
場
合　

７
月
17
日（
日
）】

■所
不
動
川
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め

の
18
歳
以
上
の
方

■￥
２
０
０
円（
当
日
徴
収
）

■申�

６
月
24
日
ま
で
に
中
央
体
育
館
へ
。

■他�

本
大
会
を
府
民
総
体
木
津
川
市

一
次
予
選
と
し
ま
す
。

■問�

木
津
川
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

協
会　

三
浦　

☎
76
‐
３
７
１
０

■共�

木
津
川
市
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
協
会

第
10
回
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

大
会（
兼
府
民
総
体
、マ
ス
タ

ー
ズ
選
考
会
）

■時
７
月
３
日（
日
）午
前
９
時
～

　

雨
天
予
備
日
：
７
月
10
日（
日
）

　

受
付
午
前
８
時
30
分
～　

■所
塚
穴
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■内
男
子
ダ
ブ
ル
ス�

＆�

女
子
ダ
ブ
ル
ス

　

�

一
般
の
部
と
シ
ニ
ア
の
部（
50
歳

以
上
の
方
）＊
参
加
数
に
よ
り
一

般
と
シ
ニ
ア
を
統
合
す
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。（
65
歳
以
上
の
男

性
は
申
請
の
性
と
し
ま
す
）

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め

の
18
歳
以
上
の
方　

■￥
１
ペ
ア
１
，０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

■申�

６
月
24
日
ま
で
に
、中
央
体
育

館
へ
。

■他�
参
加
申
込
書
は
、中
央
体
育
館

に
あ
り
ま
す
。

■問�
木
津
川
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟　

笠
原　

☎
39
‐
８
４
５
０�

■共
木
津
川
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

第
39
回
府
民
総
体
サ
ッ
カ
ー

木
津
川
市
予
選

■時�

６
月
19
日（
日
）�

�

午
前
９
時
～
午
後
３
時

■所
南
加
茂
台
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

■定�

４
チ
ー
ム（
登
録
20
人
ま
で
、交

代
９
人
ま
で
）

■内�

試
合
形
式
は
、40
分
ハ
ー
フ
、

７
．32
ｍ
ゴ
ー
ル
使
用

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤
め
で
、

次
の
条
件
に
該
当
す
る
こ
と

　

①�

18
歳
以
上
で
高
校
生
で
な
い

こ
と

　

②�

チ
ー
ム
と
し
て
大
学
生
は
５

人
ま
で

■￥
１
チ
ー
ム
２
５
０
０
円

■共
木
津
川
市
サ
ッ
カ
ー
協
会

■申�

６
月
12
日
ま
で
に
中
央
体
育
館

へ
。（
フ
ァ
ッ
ク
ス
、メ
ー
ル
可
）

■他�

組
み
合
わ
せ
、試
合
時
間
な
ど

は
、主
催
者
で
決
定
し
ま
す
。

■問�

サ
ッ
カ
ー
協
会　

大
﨑

　

☎
０
９
０
‐
１
４
８
４
‐
６
０
８
７

第
10
回
市
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■時
７
月
３
日（
日
）午
前
９
時
～

■所
中
央
体
育
館

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
お
勤
め

の
中
学
生
以
上
の
方
で
編
成
さ

れ
た
チ
ー
ム

■内
・
男
子
の
部（
９
人
制
）

　
・
女
子
の
部（
９
人
制
）

■￥�

１
チ
ー
ム
１
，０
０
０
円（
代
表

者
会
議
時
に
徴
収
）

■申�

６
月
19
日
午
後
５
時
15
分
ま
で

に
中
央
体
育
館
へ
。

■他
・�

本
大
会
を
府
民
総
体
予
選
と

し
ま
す
。

　
・�

代
表
者
会
議
を
、６
月
20
日

（
月
）午
後
８
時
か
ら
中
央
体

育
館
会
議
室
で
お
こ
な
い
ま

す
。

■問�
木
津
川
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟　

平
尾　

☎
０
９
０
‐
１
２
４
９

‐
４
０
２
９

■共
木
津
川
市
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟

市
民
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
講
習
会

　

元
実
業
団
選
手
の
水
島
浩
一
さ

ん
を
講
師
に
お
迎
え
し
て
、技
術

講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

■時�・
■内�

６
月
26
日（
日
）　

　

�

午
前
の
部　

基
礎
技
術
の
練
習

　

�

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30

分（
受
付
午
前
９
時
15
分
～
）

　

�

午
後
の
部　

実
践
練
習

　

�

午
後
１
時
30
分
～
４
時
45
分�

�

（
受
付
午
後
１
時
15
分
～
）

■所
中
央
体
育
館

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤
め
・
通

学
の
小
・
中
・
高
校
生

■￥�

午
前
の
部
１
人
２
０
０
円
、午

後
の
部
１
人
４
０
０
円（
当
日

徴
収
）

■申�

６
月
19
日
午
後
５
時
15
分
ま
で

に
、中
央
体
育
館
へ
。

　

☎
73
‐
２
３
２
３

■他
・�

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、ラ
ケ
ッ
ト

を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　
・�

詳
細
は
申
込
み
時
に
要
項
で

ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■問�

堀　

☎
72
‐
８
５
５
９

■主
木
津
川
市
体
育
協
会

■共
木
津
川
市
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
連
盟

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
日

　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
ま

せ
ん
か
？
ど
な
た
で
も
気
軽
に
参

加
で
き
ま
す
。

■時
６
月
11
日（
土
）

　

午
後
２
時
～
４
時

■所
中
央
体
育
館

■内�

マ
イ
パ
ッ
ク
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

■対
市
内
に
お
住
ま
い
・
お
勤
め
の
方

■持
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

■他�

実
施
中
の
傷
病
は
、応
急
処
置
の

み
主
催
者
が
お
こ
な
い
ま
す
。

■￥
１
０
０
円（
保
険
料
。当
日
徴
収
）

■主
木
津
川
市
教
育
委
員
会

主
管 

木
津
川
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
会

■問
中
央
体
育
館　

☎
73
‐
２
３
２
３

第
３
回
木
津
川
市
マ
イ
パ
ッ
ク
大
会

■時�

７
月
２
日（
土
）午
前
９
時
～
正
午

■所
中
央
体
育
館

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
又
は
在
学
の

小
学
４
年
生
以
上
の
方

■￥
１
０
０
円（
当
日
徴
収
）

■内
①�

抽
選
で
決
め
た
チ
ー
ム
と
対
戦

し
ま
す
。（
１
セ
ッ
ト
６
ゲ
ー
ム
）

　

②�

得
点
の
高
い
チ
ー
ム
同
士
で

次
戦
を
し
ま
す
。（
１
セ
ッ
ト

６
ゲ
ー
ム
）

　

③�

①
と
②
の
合
計
得
点
の
高
い

チ
ー
ム
が
優
勝
と
な
り
ま
す
。

　

④�

同
点
の
場
合
、決
定
戦
を
お

こ
な
い
ま
す
。

■申�

６
月
25
日
午
後
５
時
ま
で
に
中

央
体
育
館
へ
。 

先
着

■他
・�

３
人
１
組
で
の
申
込
み
と
な

り
ま
す
。

加
茂
プ
ー
ル
の
代
替
地

が
加
茂
小
学
校
に
決
定

し
ま
し
た

　

７
月
20
日（
水
）か
ら
学
校

使
用
日
以
外
を
開
放
し
ま

す
。

月
曜
日
は
休
み
で
す
。

　

詳
し
く
は
、来
月
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
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掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

６月　新茶売出し中６月　新茶売出し中６月　新茶売出し中６月　新茶売出し中

新茶（無料試飲）新茶（無料試飲）新茶（無料試飲）新茶（無料試飲）

お茶のふるさと　地元 山城お茶のふるさと　地元 山城お茶のふるさと　地元 山城お茶のふるさと　地元 山城

け
い
は
ん
な
市
民
雑
学
大
学�

　

第
92
回
講
座

■時
６
月
25
日（
土
）

　

午
後
２
時
～
４
時

■内�「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
ら
読
み
解

く
現
代
社
会
～
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

と
三
つ
の
ゲ
ー
ム
～
」

　

�

市
民
教
授
：
石
坂
友
司
氏　
（
奈

良
女
子
大
学
准
教
授
）

■所
イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原

　

４
階「
こ
す
も
す
ホ
ー
ル
」

■￥
１
０
０
円

■定
60
人

■他�

講
座
終
了
後
、懇
親
会
も
有
り

ま
す（
参
加
自
由
）。

■問�

渡
辺
☎
０
９
０
‐
７
８
８
０
‐
６
７
８
７

木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ�

倶
楽
部

〜
茶
源
郷
和
束
で〝
茶
チ
ャ
リ
〟
〜

　

移
り
行
く
季
節
を
感
じ
な
が
ら

茶
畑
で
野
点（
煎
茶
）を
楽
し
み
ま

す
。

■時�

６
月
25
日（
土
）雨
天
中
止

■定
30
人

■所
木
津
グ
ラ
ウ
ン
ド　

午
前
９
時
集
合

■対
自
己
責
任
で
参
加
で
き
る
方

■他�

当
日
茶
菓
子
代
５
０
０
円
徴

収
。そ
の
他
個
人
で
必
要
な
も

の
は
個
人
負
担
で
す
。レ
ン
タ

サ
イ
ク
ル
を
用
意
で
き
ま
す
。

　
（
別
途
申
込
・
有
料
）

■問�

木
津
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
倶
楽
部　

杉
野
☎
０
９
０
‐
９
９
８
４
‐
６
１
０
６

　

嶋
村
☎
86
‐
４
７
５
８

木
津
川
市
音
楽
芸
術
協
会�

第
１
０
１
回
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト

〜
初
夏
の
風
に
吹
か
れ
て
〜

■時
６
月
19
日（
日
）午
後
２
時
30
分
～

■所�

加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー
１
階「
リ

ハ
ー
サ
ル
室
」

■￥
３
０
０
円（
参
加
協
力
金
）

■内�

歌
曲
集「
枕
草
子
」
～
時
を
越

え
た
言
葉
と
歌
～

　

�

日
本
歌
曲「
は
っ
か
草
」ほ
か

■出�

斎
藤
彰
子
・
高
原
和
子（
ソ
プ
ラ

ノ
）、井
上
若
菜（
メ
ゾ
ソ
プ
ラ
ノ
）、

辻
川
謙
次（
ピ
ア
ノ
・
友
情
出
演
）

■問
高
原　

☎
76
‐
６
３
８
４

第
20
回　

木
の
津
講
談
席

■内
語
り「
幽
霊
車
」遊
花

　

落
語「
ち
り
と
て
ち
ん
」露
の
新
幸

　
「
真
柄
の
お
秀
」旭
堂
南
照

　
「
真
田
丸
の
戦
い
」旭
堂
南
啓

■時�

６
月
18
日（
土
）午
後
２
時
～�

�

（
開
場　

午
後
１
時
30
分
）

■所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
カ
フ
ェ「
人
と
木
」

■￥�

１
，０
０
０
円（
木
戸
銭
、飲
み

物
付
）

■問
上
方
講
談
を
楽
し
む
会

　

☎
71
‐
０
３
０
５

■他�

新
幸
さ
ん
の
ギ
タ
ー
弾
き
語
り

も
あ
り
ま
す
。

木
津
川
市
パ
ソ
コ
ン�

�
�

ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
サ
ロ
ン

　

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ
10
の
無
償
ア
ッ
プ

グ
レ
ー
ド（
７
月
末
ま
で
）に
つ
い
て

■時
６
月
16
日（
木
）

　

午
後
１
時
～（
何
で
も
相
談
）

　

午
後
２
時
～
４
時（
交
流
サ
ロ
ン
）�

　

※�

サ
ロ
ン
は
毎
月
第
３
木
曜
日
に
開
催

■所�

山
城
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

「
や
す
ら
ぎ
苑
」

■問�

木
津
川
市
パ
ソ
コ
ン
ニ
ュ
ー
メ

デ
ィ
ア
サ
ロ
ン

　

�

宗
形
☎
86
‐
４
３
２
０

　

柴
田
☎
86
‐
３
４
１
９

　

�
�yam

ashiro88@
yahoo.co.jp�

ふ
る
さ
と
散
歩
６
月

〜
茶
畑
景
観
が
美
し
い

 

山
田
新
道
を
笠
置
へ
〜

■時�

６
月
11
日（
土
）午
前
９
時
15
分

Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
東
口
集
合

　

＊�

小
雨
決
行
、中
止
の
場
合
は

翌
日
に
延
期

　

＊�

笠
置
・
わ
か
さ
ぎ
温
泉
前�

�

午
後
０
時
30
分
頃
解
散

コ
ー
ス��

Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
東
口
→
伊
賀

街
道
道
標
→
本
陣
跡
→
高

塚
→
山
田
→
四
ケ
村
山
→

笠
置
・
わ
か
さ
ぎ
温
泉
前

■￥
２
０
０
円（
運
営
協
力
金
）

■持�

弁
当
、帽
子
、タ
オ
ル
、飲
み
物
な
ど

■問�
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人　

ふ
る
さ
と
案
内

・
か
も　

☎
・
Fax

76
‐
３
９
８
９

■他
事
前
の
申
込
み
は
い
り
ま
せ
ん
。

ベ
ビ
ー
カ
ー
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

■時
６
月
１
日（
水
）、14
日（
火
）

■所�

東
部
交
流
会
館
２
階「
カ
ル
チ
ャ
ー
１
」

■内�

赤
ち
ゃ
ん
を
ベ
ビ
ー
カ
ー
に

乗
せ
た
ま
ま
お
こ
な
う「
京
都

初
！
の
産
後
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
」

で
す
♪
音
楽
に
合
わ
せ
て
産
後

の
体
を
調
整
し
ま
し
ょ
う
！

■対�

市
内
に
お
住
ま
い
の
産
後
一
か
月

検
診
で
良
好
と
診
断
さ
れ
た
方

■￥
１
０
８
０
円（
場
所
代
含
む
）

■申�・
■講
お
や
こ
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
．�

ｋ
ｙ
ｏ
ｔ
ｏ
代
表　

き
ょ
ん
ひ

　

�k.kang@
oyakofitness.com

マ
マ
と
子
ど
も
た
ち
の�

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト�

音
の
ク
レ
ヨ
ン

　

子
ど
も
た
ち
や
マ
マ
の
大
好
き

な
曲
、絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
、

盛
り
沢
山
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

■時�

７
月
８
日（
金
）午
前
10
時
～
11
時

■所
い
ず
み
ホ
ー
ル

■￥
５
０
０
円（
参
加
協
力
費
）

■対�

０
歳
～
未
就
園
児
と
そ
の
母

親
、妊
娠
中
の
方

■申�
soundcrayon@

gm
ail.com

■問�

仲
田
☎
０
９
０
‐
３
９
２
５
‐

１
３
６
８
0

第
１
回「
へ
う
げ
も
の
」�

�

古
田
織
部
旧
領
・
木
津
川

市
民
茶
会

　

古
田
織
部
の
茶
の
湯
を
知
っ
て

い
た
だ
く
た
め
、織
部
の
書
状
と

好
み
の
茶
道
具
を
使
っ
て
薄
茶
一服

を
呈
茶
し
ま
す
。

■時�

６
月
18
日（
土
）・19
日（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

■所�

加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー「
茶
室
」・

「
和
室
」

■￥�

１
，0
0
0
円（
薄
茶
と
干
菓
子

付
き
、小
学
生
以
下
５
０
０
円
）

■問
古
田
織
部
美
術
館

　

☎
０
７
５
‐
７
０
７
‐
１
８
０
０
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国民年金基金

国民年金基金
自営業の方など国民年金の保険料を納付中の60歳までの方（第1
号被保険者）および60歳以上65歳未満で任意加入されている方

国民年金に する、公的な年金。

加入
できる方

☎

＋α
プラスアルファ

〒604-8161　京都市中京区烏丸通三条下ル
饅頭屋町595番地3大同生命京都ビル6階

２
階

市役所の各課・各部署にお電話の際は、電話番号を確認のうえ、おかけください。
開庁日の午前8時30分～午後5時15分は各課ダイヤルインへ、それ以外の時間は市役所代表（☎72-0501）へお電話ください。

1225会計課 ☎75-1218

観光商工課 ☎75-1216

企業立地推進室 ☎75-1216

農政課 ☎75-1220

市民課 ☎75-1210

施設整備課 ☎79-0553

管理課 ☎75-1221

都市計画課 ☎75-1222

木津北地区保全推進室☎75-1222

学校教育課 ☎75-1230

社会教育課 ☎75-1233

文化財保護課 ☎75-1232

水道業務課 ☎75-1250

水道工務課 ☎75-1251

下水道課 ☎75-1252

くらしサポート課 ☎79-0307 加茂支所（代表） ☎76-3611

加茂支所 ☎76-8501

こども宝課 ☎75-1212

山城支所（代表） ☎86-2300

山城支所 ☎86-6600

国保年金課 ☎75-1214

クリーンセンター建設推進室

１
階

２
階

３
階

４
階

出
先
機
関
な
ど

５
階

４
階

①

②

③

④

⑤

⑥

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

①

②

③

④

⑤

森登記測量事務所

森登記測量事務所 検索

土地家屋調査士

木津川市木津清水 27 番地 17お気軽に
お電話
下さい !

☎

■　土地・建物の登記・測量　■
■　境界に関するご相談　■

森　 理 運

ふ
れ
あ
い
文
化
講
座

①�「
平
城
京
の
ま
わ
り
を
な
が
め
る
と
」

②�「
彫
刻
の
保
存
修
理
に
つ
い
て
〜
木
津
川
の
国
指

定
文
化
財
の
仏
像
修
理
の
事
例
を
ま
じ
え
て
〜
」

■講
①�
馬
場 

基　

氏（
奈
良
文
化
財
研
究
所
）

　

②
根
立 

研
介　

氏（
京
都
大
学
教
授
）

■時�

６
月
18
日（
土
）午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

■所�

中
央
交
流
会
館（
い
ず
み
ホ
ー
ル
）

■定
２
０
０
人 
先
着

■問
文
化
財
保
護
課　

☎
75
‐
１
２
３
２

■主�

木
津
川
市
、木
津
の
文
化
財
と
緑
を
守
る
会
、興
福
寺

木
津
に
根
付
く
、�

�

ほ
ん
ま
も
ん
を
食
す
旅

■時���

６
月
26
日（
日
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
3
時

■所
萬
鳥
料
理�

雉
祥（
相
楽
袋
樋
11
‐
１
）

■￥�

4
，5
0
0
円（
昼
食・茶
菓・収
穫
体
験・

ガ
イ
ド・保
険
代
）

■主�・■申
京
都
ち
ー
び
ず
推
進
員　

堤

　

☎
0
9
0
‐
4
2
9
1
‐
5
7
2
0

小
学
生
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

体
験

　

初
め
て
の
方
も
、経
験
者
の
方
も
、気
軽

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

■時�

６
月
19
日（
日
）午
後
１
時
〜
３
時

■所
梅
美
台
小
学
校「
体
育
館
」

■対
小
学
生

■持�

体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、お
茶
、タ
オ
ル
、着
替
え

■問�

木
津
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

光
橋　

☎
72
‐
０
０
９
８

お墓なんでも相談会 開催中お墓なんでも相談会 開催中

本 社：木 津 川 市 山 城 町 綺 田 外 高 島 4 7 - 9
木津店：城山台10丁目37-3 思いでの丘霊園前

思いでの丘霊園 建墓承りますまずは
お気軽に

お問い合わせ
ください

根立 研介 氏

馬場 基 氏



各 

種 

相 

談 

日

掲
載
ペ
ー
ジ

福
祉
と
暮
ら
し

健

康

環

境

情

報

ゴ

ミ

ま
ち
の
話
題

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
・

イ
ベ
ン
ト

情

報

人
権
・
行
政
相
談

６
月
14
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

　

木
津
人
権
セ
ン
タ
ー

６
月
21
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

　

山
城
支
所
別
館

６
月
28
日
㈫　

午
後
１
時
～
４
時

　

加
茂
文
化
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　

人
権
相
談　

人
権
推
進
課　

☎
75-

１
２
１
７

　

行
政
相
談　

総
務
課　

☎
75-

１
２
０
０

社
協
法
律
相
談

（ 
要
予
約 

相
談
月
の
１
日
午
前
８
時
30
分

～
、土
日
祝
の
場
合
・
翌
平
日
）

６
月
10
日
㈮　

午
後
１
時
～
３
時
30
分

　

木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会
本
所　

☎
71-

９
５
５
９

社
協
心
配
ご
と
相
談

６
月
３
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

木
津
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

６
月
８
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

加
茂
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

６
月
24
日
㈮　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

　

山
城
保
健
セ
ン
タ
ー

問
合
せ

　
社
会
福
祉
協
議
会　

木
津
支
所　

☎
72-

５
５
３
２

　
社
会
福
祉
協
議
会　

加
茂
支
所　

☎
76-

４
３
３
８

　
社
会
福
祉
協
議
会　

山
城
支
所　

☎
86-

４
１
５
１

年
金
相
談 

要
予
約

６
月
22
日
㈬　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

　

庁
舎
北
別
館

予
約
・
問
合
せ

　

京
都
南
年
金
事
務
所

�

☎
０
７
５-

６
４
３-

２
６
２
０

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
１
８
９（
☎
０
５
７
０-

０
６
４-

０
０
０
）

健
康
相
談 

要
予
約

相
談
日
は
調
整
し
て
決
定
し
ま
す
。

問
合
せ　

健
康
推
進
課　

☎
75-

１
２
１
９

高
齢
者
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口 

　
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
サ
ー
ク
ル
活
動
等
）

毎
週
月
～
金（
休
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
合
せ　

高
齢
介
護
課　

☎
75-

１
２
１
３

障
害
者
い
き
い
き
サ
ポ
ー
ト
窓
口（
就
労
支
援
）

毎
週
月
～
金（
休
・
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

問
合
せ　

社
会
福
祉
課　

☎
75-

１
２
１
１

い
じ
め
・
不
登
校
等
対
策
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
ル
ー
ム

毎
週
水
・
金
曜
日　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

　

中
央
図
書
館

　

※
電
話
相
談（
☎
72-

２
６
５
０
）

毎
週
水
・
金
曜
日　

午
後
２
時
30
分
～
３
時
30
分

問
合
せ　

学
校
教
育
課　

☎
75-

１
２
３
０

労
働
ト
ラ
ブ
ル
解
決
制
度 

無
料

解
雇
・
雇
止
め
な
ど
労
働
者
個
人
と
事
業
者

の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
公
平
・
中
立
の
立
場
の

あ
っ
せ
ん
員
が
円
満
に
解
決
し
ま
す
。

問
合
せ　

京
都
府
労
働
委
員
会

�

☎
０
７
５-

４
１
４-

５
７
３
３

交
通
事
故
相
談

６
月
９
日
㈭　

午
前
９
時
～
午
後
４
時　

　

京
都
府
木
津
総
合
庁
舎

問
合
せ　
木
津
地
域
総
務
室�

☎
72-

０
０
５
１

女
性
相
談

毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時
～
３
時

　

女
性
セ
ン
タ
ー

問
合
せ　

女
性
セ
ン
タ
ー　

☎
72-
７
７
１
９

消
費
生
活
相
談

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時

相
楽
会
館（
京
都
府
木
津
総
合
庁
舎
東
隣
）

問
合
せ　
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー�

☎
72-

９
９
５
５

毎週火曜日　午後1時～ 5時　東部交流会館
料　金　5，400円（40分あたり）
※収入や資産の少ない方は、法テラス案
　件として相談料は無料です。
問合せ　京都弁護士会　☎075-231-2378

○弁護士相談が不安な方は、女性センター
（☎72-7719）へ問い合わせください。

多
重
債
務
法
律
相
談

６
月
10
日
㈮　

午
後
５
時
～
６
時
30
分

　

庁
舎
北
別
館

問
合
せ　
相
楽
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー�

☎
72-

９
９
５
５

　
　
　
　

観
光
商
工
課�

☎
75-

１
２
１
６

社
会
福
祉
士
に
よ
る
成
年
後
見
制
度
に
つ
い

て
の
相
談
会 

無
料

６
月
４
日
、７
月
２
日
㈯　

午
前
10
時
～
午

後
３
時
30
分（
正
午
～
午
後
１
時
は
除
く
）

　

イ
オ
ン
モ
ー
ル
高
の
原

問
合
せ　

京
都
社
会
福
祉
士
会

�

☎
０
９
０-

４
４
９
８-

４
６
８
９

「
く
ら
し
と
し
ご
と
」の
相
談
窓
口 

無
料

平
日　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　

く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
課

毎
月
第
２
水
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時　

　

山
城
支
所
別
館

　

�（
選
挙
の
都
合
に
よ
り
、中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。）

毎
月
第
３
水
曜
日　

午
後
１
時
～
４
時　

　

加
茂
支
所

　

※
正
午
～
午
後
１
時
お
よ
び
閉
庁
日
を
除
く

問
合
せ　
く
ら
し
サ
ポ
ー
ト
課�

☎
79-

０
３
０
７

藤 原 義 明

税理士・社労士

藤 原 庸 貴
大 倉 　 康

広報           2016.633



Ａ地区①② Ｂ地区①② Ｃ地区 Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区
金曜 水曜　 月曜 月曜 火曜 火曜 水曜

※ごみは決められた場所へ出してください。

地区別収集区域表（燃やすごみ以外）

ビニール・プラスチック容器包装（レジ袋・食品カップ・卵ケースなど）

月・木曜　

火・金曜

水・土曜

観音寺、大野、法花寺野、北新町の一部、中新町の一部、
南町、西町、中町、東町（駅西2含む）、中森、岡崎の一部、
河原、南加茂台1・8・9・12・14丁目、プレステマンション

二本松、高田、北新町の一部、中新町の一部、南新町（駅
西1・駅東1の一部含む）、兎並、兎並西（駅東4含む）、山
ノ上、北、小谷上、小谷下、山田、当尾地区全域、南加茂
台3・4・5・6・10・15丁目

里、銭司、井平尾、岡崎の一部、西、東、登大路、仏生寺、
口畑、奥畑、駅東1・2・3（プレステマンションを除く）、
南加茂台1丁目の一部・2・7・11・13丁目

Ａ地区①②
Ｂ地区①②
Ｃ地区・Ｄ地区

Ｅ地区・Ｆ地区
Ｇ地区

第4月曜
第2月曜
第4月曜

第4火曜
第1月曜

燃やすごみ（生ごみ・木くず・紙くずなど）

燃やさないごみ（ビン・かん・陶器類・蛍光灯など）

ビニール・プラスチックごみ（ビデオテープ・歯ブラシ・靴など）

燃やすごみ 新聞・雑誌・段ボール
古着・雑がみ

燃やさないごみ
ビン、かん、陶器類、蛍光灯など

ビニール・プラスチックごみ
ビデオテープ、歯ブラシ、靴など

Ａ地区（第2・4水曜）
Ｂ地区（第2・4木曜）

0
0

（注）収集日は同じ日ですが、必ず別々の袋に入れて出してください。

飲料用紙パック…中を洗って、切り開き、乾かしてください。
ペットボトル　…キャップとラベルは外して出してください。

山城区域全域　第3水曜日

Ａ地区（上狛北部・上狛南部）
Ｂ地区（綺田・平尾・椿井・北河原・神童子）

粗大ごみ ※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

ビニール・プラスチック容器包装
レジ袋、食品カップ・卵ケースなど

山城区域全域　月曜日

区　域

Ａ地区

Ｂ地区

Ｃ 地 区

Ｄ 地 区

Ｅ 地 区

Ｆ 地 区

Ｇ 地 区

地　　　　　　　区
南加茂台4・6・8・9丁目
南加茂台12・13・14・15丁目
南加茂台1・2・3・5丁目
南加茂台7・10・11丁目
井平尾、岡崎、河原、西、東、登大路、
仏生寺、口畑
里、二本松、観音寺、大野、法花寺野、南加茂台1丁目の一部
新町（駅西1含む）、南町、西町、中町、東
町（駅西2含む）、中森、兎並、山ノ上、北
兎並西（駅東4含む）、駅東1・2・3、小谷
上、小谷下、銭司、山田、奥畑
高田、当尾地区全域

①
②
①
②

※キャップ・ラベルは外して出してください。

粗大ごみ ※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・
エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

①地区（上狛南部・国道24号から西側・国道163号から南側）
②地区（上狛北部・国道24号から東側）
③地区（椿井・北河原・南平尾（鳴子川から南））
④地区（南平尾（鳴子川から北）・神童子）
⑤地区（北平尾・南綺田（不動川から南））
⑥地区（南綺田（不動川から北）・北綺田）

Ａ地区①②（第2・4木曜）
（第1・3月曜）Ｂ地区①②

Ｃ地区（第2・4水曜）
Ｄ地区（第2・4木曜）
Ｅ地区（第2・4金曜

（第2・4火曜
）
）Ｆ地区

Ｇ地区（第1・3木曜）

Ａ地区①②
Ｂ地区①②（第1・3木曜）

（第1・3火曜）

Ｃ地区（第1・3木曜）
Ｄ地区（第1・3木曜）
Ｅ地区（第1・3金曜）
Ｆ地区（第1・3金曜）

（第2・4月曜）Ｇ地区

※詳しくは「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

※詳しくは
「ごみ収集カレンダー」を
ご覧ください。

※「ごみ収集カレンダー」および「ごみの分別と出し方ガイドブック」は、木津川市ホームページに掲載しています。

※

ペットボトル

※ごみは決められた場所へ出してください。

①地区 ②地区

④地区 ⑤地区

③地区

⑥地区

Ａ地区① Ａ地区② Ｂ地区① Ｂ地区② Ｃ地区

Ｄ地区 Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区

※ア地区：綺田・平尾（鳴子川から北）
　イ地区：上狛北部・上狛南部
　　　　　北河原・椿井・神童子
　　　　　平尾（鳴子川から南）

ア地区（6月16日、毎月第3木曜日）
イ地区（6月17日、毎月第3金曜日）

6月8日・22日　7月13日
6月9日・23日　7月14日

7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日

7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日

6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日

6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日

7月9日（土）7月23日（土）8月13日（土）

8月27日（土）6月11日（土）6月25日（土）

7月29日（金） 7月12日（火） 7月18日（月・祝）7月22日（金）7月21日（木）

8月18日（木）7月15日（金）8月26日（金） 8月9日（火）

342016.6 広報
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8
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2
2
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16
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5
7
7
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※ごみは決められた場所へ出してください。

市　　役　　所
女 性 セ ン タ ー
リサイクル研修ステーション
西 部 交 流 会 館
東 部 交 流 会 館
京都府木津総合庁舎駐車場前倉庫内
以上施設開所日のみ設置
スーパー中村屋（木津店）

スーパー中村屋
※ペットボトルのみ

（梅美台店）

城　　酒　　店
イ ワ ウ チ 酒 店
JA京都やましろ木津支店
アル・プラザ（木津店）
ハーベス（木津川台店）
イオン高の原店（西側入口）
サンディ（木津店）
フレンドマート（木津川店）

以上営業日のみ設置

飲料用紙パック
ペットボトル
回収容器常設場所

Garbage Collection

第1火曜
第2火曜
第3火曜
第4火曜

Ａ地区・Ｄ地区
Ｂ地区・Ｃ地区・Ｋ地区
Ｅ地区・Ｈ地区・Ｉ地区
Ｆ地区・Ｇ地区・Ｊ地区

燃やさないごみ
Incombustible

ビニール・プラスチックごみ
Plastic and Vinyl

（第1・3火曜） 
（注）必ず、別々の袋に入れて出してください。

飲料用紙パック
Paper cartons
※中を洗って、切り開き、

乾かしてください。

古紙類（新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなど）
Used paper, magazine, corrugated cardboard, and cloth

ペットボトル
Plastic bottles

※キャップとラベルは外し
て出してください。

拠点回収

拠点回収

決められた場所へ出してください。

Permanent collection points for paper cartons/
Plastic bottles
We regret that due to lack of space, no details in English are
available. Please  ask  your  neighbors and/or the Kizugawa
city office  for  information regarding collection points. 

ビン・かん・陶器類・蛍光灯など
（Bottles, cans, pottery etc.）

ビデオテープ・歯ブラシ・靴など
（Video tapes, tooth brushes etc.）

Used paper, magazine, corrugated cardboard, and cloth must
each be  sorted  out  separately.
These items should be recycled and not be treated as combustible waste.

梅美台公園南側歩道

黄葉公園
も み じ

第3月曜日

まち美化推進課 75-1215

English instructions are arailible from the Kizugawa city hall.
Tel:  75-1215  Fax:  72-3900

古紙類をリサイクルすることで燃やすごみの量を減らす
ことができます。
古紙類集団回収事業
古紙類等の集団回収にご協力ください。
集団回収で古紙類（新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなど）
を収集された場合、補助金（予算範囲内）をお支払いします。
※収集業者によって回収品目が異なることがあります。詳し

くは、各収集業者に問い合わせください。

ビニール・プラスチック容器包装
Plastic casing / wrapping

Ｂ地区

（Mon.）

Ｃ地区

木曜
（Thu.）

Ｄ地区

水曜
（Wed.）

Ｅ地区

水曜
（Wed.）

Ｆ地区

月曜
（Mon.）

Ｈ地区

（Tue.）

Ｉ地区

火曜
（Tue.）

Ｊ地区

金曜
（Fri.）

Ｋ地区

火曜
（Tue.）

Ａ地区

木曜
（Thu.）

Ａ地区

木曜
（Thu.）

月曜

Ｇ地区

金曜
（Fri.）

火曜

収集でき
ないごみ

タイヤ・廃油・バッテリー・農薬・劇物・消火器など
の処理は購入店または専門業者にご相談ください。

レジ袋・食品カップ・卵ケースなど
Grocery bags,shampoo bottles,egg cartons etc.

Please note that we are unfortunately not able to accept
dangerous materials, chemicals, car-batteries, tires or oil etc. These
items should be taken to the store from which you bought them.

燃やすごみ
Combustible

生ごみ・木くず・紙くずなど
Kitchen waste, dust etc.

Ａ地区
Ｂ地区（第1・3木曜）

（第1・3月曜）
Ｃ地区
Ｄ地区
Ｅ地区（第2・4土曜）

（第2・4月曜）

Ｆ地区（第2・4木曜）
（第2・4火曜）Ｇ地区

Ｈ地区（第1・3金曜）
Ｉ地区（第2・4水曜）
Ｊ地区（第1・3水曜）
Ｋ地区（第2・4金曜）

※詳しくは
「ごみ収集カレンダー」をご覧ください。

第1木曜日

粗大ごみ
Oversized Garbage

※テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・衣類乾燥機・エアコン・パソコン・バイクは収集できません。

机・自転車・ストーブ・タンスなど
Desk, bicycle, stove, chest  etc.

Ａ地区 Ｂ地区 Ｃ地区 Ｄ地区

Ｅ地区 Ｆ地区 Ｇ地区 Ｈ地区

Ｉ地区 Ｊ地区 Ｋ地区

古紙類…新聞・雑誌・段ボール・古着・雑がみなどは完全リサイ
クルされます。「燃やすごみ」として収集されません。各地域
で、定められた場所にきちんとお出しください。

7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日
7月 日

6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日
6月 日・ 日

8月30日（火） 7月9日（土）7月23日（土）8月2日（火）

7月1日（金）6月29日（水）6月25日（土）8月24日（水）

6月9日（木）8月31日（水）7月29日（金）
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ひ
と
・
ま
ち
・
み
ら
い

木
津
川
市
を
創
る
す
べ
て
の
絆
［
第
四
十
六
回
］

「
自
分
の
作
っ
た
お
茶
が
、日
本
全
国
、そ
し
て
、海
を
越
え

世
界
に
届
い
た
ら
嬉
し
い
。」

熱
く
夢
を
語
っ
て
く
れ
た
の
は
、木
津
川
市
の
お
茶
農
家

の
一
人
で
あ
る
森
井
正
和
さ
ん
だ
。

代
々
茶
業
を
営
む
森
井
家
の
四
代
目
で
あ
る
正
和
さ
ん

は
、友
美
さ
ん
と
の
結
婚
を
期
に
、本
格
的
に
茶
作
り
に
力
を

入
れ
、減
農
薬
・
無
農
薬
な
ど
に
も
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
、３
年
前
か
ら
、イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
お
茶
を
販
売
し
て
い

る
。森

井
さ
ん
夫
婦
が
、イ
ベ
ン
ト
会
場
等
で
販
売
す
る
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、自
分
が
育
て
た
お
茶
を
お
客
さ
ん
が
ど
の

よ
う
に
感
じ
て
く
れ
て
い
る
の
か
、消
費
者
の
声
が
聞
き
た

い
と
思
い
、百
万
遍
さ
ん
の
知
恩
寺
手
づ
く
り
市
に
出
店
を

始
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
だ
と
い
う
。

京
都
市
内
で
出
店
を
す
る
こ
と
で
、日
本
だ
け
で
な
く
、

外
国
人
の
観
光
客
に
森
井
の
お
茶
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と

が
出
来
た
。中
に
は
、リ
ピ
ー
タ
ー
と
し
て
毎
年
寄
っ
て
く

れ
る
宮
城
県
や
沖
縄
県
の
お
客
さ
ん
も
い
る
と
い
う
。

ま
た
、お
客
さ
ん
か
ら
、ほ
か
の
地
域
の
お
茶
を
頂
く
こ

と
も
あ
り
、出
店
先
の
お
茶
に
関
す
る
知
識
を
得
る
こ
と

も
あ
る
そ
う
だ
。「
販
売
で
は
、お
客
さ
ん
の
好
み
や
地
域

性
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
、お
茶
に
ま
つ
わ
る
話
を
聞
い

て
、学
ぶ
の
が
楽
し
い
」と
勉
強
家
の
正
和
さ
ん
は
語
る
。

販
売
を
始
め
て
か
ら
は
、少
し
で
も
お
茶
を
飲
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
考
え
て
き
た
と
い
う
。

正
和
さ
ん
は
、急
須
で
飲
む
お
茶
の
良
さ
を
、友
美
さ
ん

は
、水
出
し
な
ど
、手
軽
に
飲
め
る
お
茶
を
そ
れ
ぞ
れ
の
視

点
で
商
品
の
研
究
を
し
て
い
る
。

特
上
か
ぶ
せ
茶
の
テ
ィ
ー
パ
ッ
ク
や
紅
茶
な
ど
が
そ
の

結
果
生
み
出
さ
れ
た
商
品
だ
。

出
店
や
商
品
の
企
画
は
も
っ
ぱ
ら
正
和
さ
ん
が
考
え

る
。友

美
さ
ん
の
手
作
り
お
茶
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト
も
ス
イ

ー
ツ
男
子
の
正
和
さ
ん
な
ら
で
は
の
発
案
だ
。

「
消
費
者
か
ら
の
生
の
声
を
商
品
に
つ
な
げ
る
こ
と
で

製
品
は
良
く
な
る
。私
達
は
、お
客
さ
ん
に
育
て
て
も
ら
っ

て
い
る
。人
と
の
つ
な
が
り
が
と
て
も
大
事
だ
と
感
じ
る
。

お
客
さ
ん
の
中
に
は
、実
際
に
茶
畑
ま
で
足
を
運
ん
で

く
れ
る
人
も
い
る
。色
々
な
土
地
で
色
々
な
人
と
出
会
い
、

人
か
ら
人
へ
木
津
川
市
の
お
茶
が
伝
わ
り
、広
が
っ
て
い

く
。そ
し
て
、私
達
が
ま
ち
に
出
て
行
く
こ
と
で
、ま
ち
か

ら
木
津
川
市
に
人
を
呼
ぶ
、こ
れ
が
、今
の
私
達
に
出
来
る

こ
と
で
あ
り
、私
達
の
地
元
や
お
茶
へ
の
想
い
の
結
果
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。」時
に
見
つ
め
合
い
な
が
ら
、お

互
い
を
確
認
し
話
す
姿
は
、息
ピ
ッ
タ
リ
だ
。

今
で
は
、関
西
圏
だ
け
で
な
く
に
東
京
な
ど
に
も
販
路

を
拡
大
し
て
い
る
と
い
う
。お
い
し
い
と
言
っ
て
く
れ
る

お
客
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
や
触
れ
合
い
が
ま
す
ま
す
森
井
夫
婦

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
上
げ
て
い
く
。そ
し
て
、ま
た
二
人

は
、お
客
さ
ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
と
イ
ベ
ン
ト
会

場
や
市
へ
出
店
に
繰
り
出
し
て
い
く
。

二
人
の
見
つ
め
る
先
に
は
、ま
だ
ま
だ
広
が
る
世
界
が

あ
る
の
だ
ろ
う
。

森
井
さ
ん
の
お
茶
に
は
、ご
夫
婦
３
人
の
子
ど
も
の
名

前
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。か
ぶ
せ
茶
に
は
、長

女
の
葉
月
さ
ん
。ほ
う

じ
茶
に
は
、長
男
の
太

陽
君
。そ
し
て
紅
茶
に

は
、末
っ
子
の
風
花
ち

ゃ
ん
。二
人
の
お
茶
が
、

我
が
子
の
よ
う
に
、本

当
に
丹
精
込
め
て
作
ら

れ
て
い
る
の
が
感
じ
と

れ
る
。

お
茶
と
の
つ
な
が
り
か
ら
、
人
と
の
つ
な
が
り
へ
。

お
茶
農
家
　
森
井
正
和
さ
ん
・
友
美
さ
ん

マ
チ
オ
モ
イ
部 
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